
おさしづは宝　　刻限中心編・明治三十一年
明治三十一年七月十四日　夜
昨朝本席御身上御願い申し上げば、夜深に尋ね出よとの仰せに付願
さあ／＼時々刻限順序話し掛ける／＼。どういう事話し掛けるなら、皆んな心を鎮めて、一つの心で聞いてくれにゃならん。取り混ぜの話とはころりと違うで。よう事情聞き分けてくれ。長い間や。年限々々長い年限の間、艱難苦労という道は、毎夜々々話したる。道の上から見れば、今日の日と言えば、何処からどんな事言おうが、皆世界に力がある。危ない怖わいという処、連れて通りたる。未だ一寸分からん。連れて帰る処も分からん。今日の日／＼、皆んな耳を揃えて聞く。聞くような日が出て来る。元という一つの理を聞きに来る。元が無けりゃ聞く者もあろまい。大体の話元という。一寸前以て知らし置いたる。元と言えば小さいもの／＼。何が何やら分からんようなもの。仮名な話、土の中へ埋る種、珍し／＼と言うて蒔いても一寸の芽が出る。未だ分からん。暇が要る。年限から見れば艱難の道は捨て置け。知らんからして捨て置かにゃならん。ちょい／＼との聞きかじりだけは守りて居るやろ。又運んでも居るやろ。皆んなよう聞き分けてくれ。元という一つの理は、何とも分かり難ない。年限数えてみれば一寸足掛け／＼という。三十五年後以来、一時理に分かりあるのもあれば、分かり難ない者もある。つとめ場所／＼よう聞き分け。何やら分からん。つとめ場所は世の元という。世界今は皆んな耳に聞いて居る。この元小さいものやという。それから順序という。隠れ走り年限という。どうも思わくは立たん。思わく立たんから、扉開いた順序なりたる。これは古い事やない。皆聞いて居るやろう。聞き分け。今晩の刻限は長いで。その心得で聞いてくれ。し掛けたら十分する。年限の中にはいろ／＼道ありて、どうしょうやら、どうなろうや知らんと思て、もう来年であろか、今年であろか、年が明けたらやろか、思い思い待ち兼ねた。年限の道筋分かる者もあれば、分からん者もある。世界に分かるようになるから、順序通りた者は分からんやない。こちらへ聞く、あちらへ映す。道の理映し掛けたる処、めん／＼も思やんしてくれ。今日の日に始まったのなら、誰にどうと言う者も無い。たけ／＼の理重い軽いは無い。順序を聞いてくれにゃならん。返やし／＼の話、これまでどんな話、順序の理は諭してくれん。二十年の理は、あら／＼それ／＼分かりある。三十年というは分からん。もう五年々々の十年の間がある。十年の年限ありて、元を聞き分けてくれる者が無い。そこで十年口説き話をする。話をすれば、心に感じて治めてくれるやろ。よう聞き分け。つとめ一条は出けず、かんろうだいも、世界分からんから取り払われた。あれでもう仕舞やと言うた日もあった。世界どんな事あっても、付け掛けた道は、付けずに置かん。かんろだいはいつの事と思う。つとめ一条の台にも勤めて居るやろ。皆、話して居るやろ。なれど、何やら彼やら分からん。どうでもこうでも、かんろだい積み建てる／＼。三十年以前あちらもこちらも草だらけ、破損ばかり。建家数えてみよ。皆仮家建ちに建て替え。今日は何処にも仮家々々、ほんに成程と言う。国々それ／＼にも出来来たる。年限経つ経たず順序草生えの中からの理を聞き分けてくれ。口説き話という。杖柱という。一年二年三年という。誠の／＼連れて通りた。一人順序の理があるわい。差し詰まりた日あるわい／＼。あった時にはどうするか。古い事は差し措いて、人間という心蔓りて／＼、それに付き添い、よう／＼連れて通りた心察してみよ。順序になるかならんか。聞き分け一つの理から、心を合わせてこうであると言えば心の探り合い疑いはあろうまい。証拠現われて行けば、間違いはあろうまい。一日々々見え来る／＼。楽しんで居る／＼。楽しみの元というは小さいも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
の。もう年が明けたらや、さあ年が明いたらやと言うて、十年連れて通りたる。どういう事も陰で言うて理を言わん。陰で思うて理を諭さん。これが曇りの第一という。この理聞き分け。どんな事思うたとて、出来るか出来ぬか聞き分け。今度どうなるや知らん、思い／＼の日を送りた事を思え。どうなりこうなりこうしてじっとして居たら分かる。日来たら分かるぐらいではならん。聞くや否や心の安心。これ台にしてくれ。何遍諭した処が同じように思う中には、一つわしはこう思うどう思うと心に納まらねば尋ねるがよい。尋ねたらさしづする。これに違い無いと思えば、心に納めるがよい。
                                                                                                    

さあ／＼時々刻限順序話し掛ける／＼。どういう事話し掛けるなら、皆んな心を鎮めて、一つの心で聞いてくれにゃならん。取り混ぜの話とはころりと違うで。
(さあ／＼時旬が来れば速やかに治まる時々の理を以て、刻限順序の理を話し掛ける／＼で。どういう事を話し掛けるというなら、これから先の明らかな道の順序を話し掛けるから、皆んな心を鎮めて、道の為・世界の為を思う一つの心で聞いてくれにゃならん。
真実誠の神一条の道の話をするのであって、人間の理もごっちゃにしたような、取り混ぜの話とはころりと違うで。)

よう事情聞き分けてくれ。長い間や。年限々々長い年限の間、艱難苦労という道は、毎夜々々話したる。
道の上から見れば、今日の日と言えば、何処からどんな事言おうが、皆世界に力がある。危ない怖わいという処、連れて通りたる。未だ一寸分からん。連れて帰る処も分からん。
(ようこの事情を聞き分けてくれ。たった一つの救けの理である処の、長い間の苦労艱難の道の話をするのやで。
結構な末代の理が治まる為には、真実誠の種を蒔く為の長い年限々々の苦しみの道と、蒔いた種を強く大きく育てる為の長い年限の間の修理肥やしの理が必要であるが、そんな苦しみの道の中を、理に守られながら安心安全に通り抜ける為には、教祖の後を慕って艱難苦労のひながたの道を通り抜けるより他は無いという真実誠の神一条の道の話は、毎夜々々話したるであろう。
道の上から見れば、誰もが皆、長い間神の思惑に沿えなかった親不孝の理〈恩を仇で返し続けた最大最悪の悪因縁〉の掃除をして結構な末代の理を治め、世界の道の台となって尽くす事が第一であるが、今日の日と言えば、誰も皆心次第の道を通して居るのやから、今一時の結構を捨てて道の為・世界の為に尽くそうとする真実の心が定まらなければ、何処からどんな事を言おうが、結構な天の救け道を通してやる事は出来ないのであり、結構な道を連れて通してやる事が出来ないから、皆それなりに世界を無難に通り抜けるだけの力があると言うのや。
道の為・世界の為に尽くそうとする真実の心を受け取って、その心を洗い清めて強く育てる為の、危ない怖わいという処を連れて通りたると言うのやで。
艱難苦労のひながたの道というは、自ら求める真実の心に応じて、心通りに神が連れて通す真実誠の神一条の道であるという事が、未だ一寸には分からんのや。
世界為・道の為に尽くす為には、一人先に立って胸の掃除の為の苦労艱難の道を通り抜け、さしづ通りの道を通り抜けて、長い間に積み重ねた残念の理を改め、結構な末代の理を治めて、受けた恩を立派に返してこそ人にも伝える事が出来るのであるが、そうして神の思惑通りの長い苦しみの道を通り抜けた者を、真実誠の神の道具として、元の屋敷へ連れて帰るという処も分からんであろう。)

今日の日／＼、皆んな耳を揃えて聞く。聞くような日が出て来る。元という一つの理を聞きに来る。元が無けりゃ聞く者もあろまい。大体の話元という。一寸前以て知らし置いたる。元と言えば小さいもの／＼。何が何やら分からんようなもの。
(一人先に立って苦労艱難の道を通り抜けて、身に染みて知った真実誠の神の思惑を諭すから、今日の日／＼は、皆んな耳を揃えて聞くように成るのや。心を澄ます事によって、神が入り込んで明らか鮮やかな理を諭す事が出来るように成るから、皆で聞くような日が出て来るのやで。
何を聞くかと言えば、この世を創めた神が、真実誠の世界救けの道を創め掛けた元という一つの理を聞きに来るのや。元が無けりゃ聞く者もあろまい。大体の話は皆元という。
それだけの事は一寸の理で前以て知らし置いたるのや。元と言えば小さいもの／＼。それだけでは何が何やら分からんようなものであろう。)

仮名な話、土の中へ埋る種、珍し／＼と言うて蒔いても一寸の芽が出る。未だ分からん。暇が要る。年限から見れば艱難の道は捨て置け。知らんからして捨て置かにゃならん。ちょい／＼との聞きかじりだけは守りて居るやろ。又運んでも居るやろ。
(分かり易い仮名な話をすれば、土の中へ埋る種の話をするであり、珍し／＼と言うて、何が何だか分からない種を蒔いても、時旬が来れば一寸の芽が出るという事を諭すのや。
目が出ただけでは、何が育つか未だ分からん。一粒万倍となって実る為には、長い年限の暇が要ると言うのや。
天然自然の年限の理から見れば、長い年限の艱難の道は真実誠の種蒔きの時旬であるから、捨てゝ置けという事に成るであろう。掘り出せば枯れてしまうや知らんからして、捨てゝ置かにゃならんのや。
そのような、ちょい／＼とかいつまんで教える神の話を聞いて、聞きかじりの道だけは皆守りて居るやろ。又実際に運んでも居るやろ。)

皆んなよう聞き分けてくれ。元という一つの理は、何とも分かり難ない。年限数えてみれば一寸足掛け／＼という。三十五年後以来、一時理に分かりあるのもあれば、分かり難ない者もある。
(皆んなよう聞き分けてくれ。この道を創め掛けた元という一つの理は、一寸先も見えない濁り心の人間に取っては何とも分かり難ない理であろう。
それに、ここまでの皆々の年限の道を数えてみれば、ほんの一寸の足掛けの道／＼というようなものであるからや。
これだけの道が出来上がる為に、世界からは、あんな阿呆は無い、皆、人にやってしもうて、後どうするぞいなあ、と言われた日は何ぼ越したやら分からんのや。一先ず馬鹿になって、神の思惑通りの道を貫いた誠の理が有ったからこそ、三十五年後以来の道筋は、飯降伊蔵や眞之亮を杖柱として理を始め掛ける事が出来たのであるが、どうでもそうしなければ真実誠の神一条の道を開く事が出来ないという、一事の理によって出来た道である事が、分かりある者もあれば、分かり難ない者もあるのや。)

つとめ場所／＼よう聞き分け。何やら分からん。つとめ場所は世の元という。世界今は皆んな耳に聞いて居る。この元小さいものやという。それから順序という。隠れ走り年限という。
(たとえそれが分からなくても、元のつとめ場所／＼から世界中へ理を写し、有無を言わさず世界中を救け上げる為の、明らか鮮やかな鏡屋敷の理である事だけは、よう聞き分けなければならんで。
それとても、道の為・世界の為に尽くそうとする真実の心が無ければ、何が何やら分からん話であろう。
元のつとめ場所というは人間を創め出した世の元という。
この道は、濁り切った世界中を救ける為の元の道であるという事を、今は皆んな耳に聞いて知って居るであろう。
この元に成る真実の理は、人が驚くような大層なものでは無く、誰でも心一つで定められるような、澄み切った心の理の小さいものやと言うてある。
濁り切った人間思案を捨て切って道の為・世界の為に尽くそうとする真実さえ定まれば、真実誠の神一条の道が始まるのであり、定まった心を育てる為の天然自然順序の理が定まるというのや。
天然自然の順序の道は、濁り切った胸の掃除をして明らか鮮やかな天理を治め、結構な末代の理を治めて世界導く道の台と成る為に、人に笑われそしられながら、隠れ走りをする年限の道と言うのやで。)

どうも思わくは立たん。思わく立たんから、扉開いた順序なりたる。これは古い事やない。皆聞いて居るやろう。聞き分け。
(それだけの道を多くの者が運んでくれるなら、直ぐにでも明らか鮮やかな世界救けの道を創め掛ける事が出来るのだが、人間の心に任せていただけでは、どうもそれだけの神の思わくは立たん。
神の思わくが立たんから、をやの命を二十五年縮め、生きて居る限りという限定的な人間の理から離れて自由自在の身と成り、存命同様の理を以て、真実の心有る者の中へ入り込んで心の成人をうながし、教祖の後を慕おうと真実定まった者に、自ら通り抜けた五十年のひながた理を写してやり、結構な末代の理を治めさせて真実誠の道の台とし、その理を世界に写し出して、より多くの者を育ててやろうとして働き掛けたという事であり、扉を開いて世界をろくじに踏み均しに出たという順序なりたるのや。
これは古い事やない。今こそ澄み切った真実の心を定めて、教祖ひながたの道を連れて通して貰わなければ成らない時旬である事を、皆聞いて居るやろう。
人として末永く生き永らえる為には、誰もが皆速やかに聞き分けて実践しなければ成らないという、当たり前の話をして居るのや。)

今晩の刻限は長いで。その心得で聞いてくれ。し掛けたら十分する。年限の中にはいろ／＼道ありて、どうしょうやら、どうなろうや知らんと思て、もう来年であろか、今年であろか、年が明けたらやろか、思い思い待ち兼ねた。
(今晩の刻限は長いで。その心得で聞いてくれ。真実の話をし掛けたら十分にする。
これまでにそれぞれが通って来た年限の道の中にはいろ／＼な道がありて、今度はどうしょうやら、どうなろうや知らんと思って眺めていても、濁り切った人間心を捨てて澄み切った真実を定める事は中々出来ず、少しでも心を改めて真実の道を定めてくれるのは、もう来年であろか、今年であろか、年が明けたらやろかと、思い思い待ち兼ねたのや。)

年限の道筋分かる者もあれば、分からん者もある。世界に分かるようになるから、順序通りた者は分からんやない。こちらへ聞く、あちらへ映す。道の理映し掛けたる処、めん／＼も思やんしてくれ。
(それぞれの年限の理によって通る道筋が変わるという事が分かる者もあれば、分からん者もある。
何も分からなければどうしようも無いような事であるが、真実誠のひながたの道を自ら求めて通り抜けた理は人に写るのであり、世界にも真実の理が分かるようになるのやから、真実定めて天然自然順序の道を通りた者は、実際に世界救けの道を実践して来たのだという事が分からんやないで。
どんな事も人の事だと思わずにこちらへ聞くのが神の思惑通りの道であり、我が事として受け取って、通るに通れないその身に代わって真実を尽くさせて貰う。又、我が身に変えてでも救けて頂こうとして、その事情をこちらへと願い出る。自分で自分を救ける事は出来ないが、己の身に変えて人を救けようとするのは真の誠であり、誠であるから神が自由自在に働く事が出来るのであり、通るに通れない人を救けて、先々の己の運命を救ける事が出来るのであるが、そのような結構な天の道理を、あちらこちらへ写すのやで。
互いに通るに通れない処を、互い救けあいの理によって救け合うという真実誠の道の理を、世界中に写し掛けたる道であるという処を、めん／＼も思やんしてくれるよう。)

今日の日に始まったのなら、誰にどうと言う者も無い。たけ／＼の理重い軽いは無い。順序を聞いてくれにゃならん。返やし／＼の話、これまでどんな話、順序の理は諭してくれん。
(澄み切った心一つの道である事を聞き分けて真実を定め、今日の日に始まった誠の道なら、誰にどうと言う者も無いのや。
それぞれの心の成人に合わせて運ぶたけ／＼の理であって、どんな道であろうと重い軽いの理は無いで。どんな道も心次第・精神次第であり、心通りに連れて通す天然自然順序の道である事を聞いてくれにゃならん。
返やし／＼の話をしているが、これまでどんな話をして来ても、速やかに聞き分けて真実の心を定める事が出来ないから順序の理は定まらず、順序の理が定まらないから結構な先々の理は治まらないと言うて居るのだが、それだけの理を誰も諭してくれんのや。)
　
二十年の理は、あら／＼それ／＼分かりある。三十年というは分からん。もう五年々々の十年の間がある。十年の年限ありて、元を聞き分けてくれる者が無い。そこで十年口説き話をする。話をすれば、心に感じて治めてくれるやろ。
(二十年の理〈頼りに成る者は一人も無い道の初めの二十年の中で、真実の限りを尽くされた教祖ひながたの道〉によって今日の道の土台が出来上がったという事は、あら／＼それ／＼も分かりある。
なれど、三十年〈誰も付いて来ない中を、飯降伊蔵と眞之亮が尽くし切った誠の理〉というは分からん。
二十年と三十年の間には、もう五年々々の歳月が有って十年の間がある。
一人先に立って誠の道を貫こうとする十年の年限の理がありてこそ、神が受け取って働く事が出来るのであり、それから先の二十年の理によって結構な理が治まるという元の理を聞き分けてくれる者が無いのや。
そこで、一人先に立って尽くす十年の誠の道の大切さ、それを受け取って神が働くから、思ってもみないような結構な道が治まるという誠真実の口説き話をするのや。
これだけの話をすれば、心に感じて治めてくれる者も有るやろ。)

よう聞き分け。つとめ一条は出けず、かんろうだいも、世界分からんから取り払われた。あれでもう仕舞やと言うた日もあった。
(よう聞き分けてくれ。何もかも捨てて世界の為に尽くそうとするつとめ一条の道はいまだに出けず、不思議な世界救けをする為に、世界中に九つのかんろうだいを揃えようとするかんろうだい一条の道である事も分からず、世界の為に尽くさなければ結構な先々の理は治まらないという一つの理も分からんから、かんろうだいが取り払われたのや。あれでもう仕舞やと言うた日もあった。)

世界どんな事あっても、付け掛けた道は、付けずに置かん。かんろだいはいつの事と思う。つとめ一条の台にも勤めて居るやろ。皆、話して居るやろ。なれど、何やら彼やら分からん。どうでもこうでも、かんろだい積み建てる／＼。
(なれど、世界にどんな事があっても、付け掛けた道は付けずには置かんで。
かんろだいの理が治まるのはいつの事かと思うであろう。
皆真実誠のつとめ一条の台にも成ろうとして、日々勤めても居るやろ。皆、そうして運ぶ素晴らしさを日々話して居るやろ。
なれど、自分の事となると何やら彼やら分からん。分からんなれど、どうでもこうでも、かんろだいの理は積み建てるで／＼。)

三十年以前あちらもこちらも草だらけ、破損ばかり。建家数えてみよ。皆仮家建ちに建て替え。今日は何処にも仮家々々、ほんに成程と言う。国々それ／＼にも出来来たる。年限経つ経たず順序草生えの中からの理を聞き分けてくれ。口説き話という。杖柱という。一年二年三年という。
(三十年以前の道〈飯降伊蔵と眞之亮が出て来る前〉は、あちらもこちらも草だらけ、破損ばかりや。
三十年の苦労艱難の道によって出来て来た建屋〈今日の立派な天理教会〉を数えてみよ。
なれど、三十年の苦労艱難の道によってこれだけの道が出来た事を思えば、広くて大きな世界救けの本道を建設する為には、今は皆不自由第一の仮屋建ちに建て替えるのが本当であろう。
今日の道は未だ仮の道であって、何処にも仮屋々々を立てて尽くすのが誠の理であり、広くて大きな世界救けの道を完成させる為に不自由第一の仮屋の理で尽くし、人に笑われそしられながら満足たんのう治めてこそ真の誠、誠であればこそ、日々明らか鮮やかな理が働いて多くの者が寄り集まり、ほんに成程という事に成るのや。
そうして運んだなら、国々やそれ／＼の所にも結構な道が出来来たると言うのや。
年限の理が経つ経たずの中から、苦労艱難の天然自然の順序の道を通り、草生えの中から立ち上がって来たという三十年の理をよう聞き分けてくれ。
それを伝えたい為の口説き話という。そうして真実尽くしてこそ、神の杖柱に成ると言うのや。
真実に聞き分けて運ぶなら、その中の真の苦労は、ただの一年二年三年というのやで。
真の心に誠さえ有れば、不自由しようと思っても不自由は出来やせんと言うて有るわい。)

誠の／＼連れて通りた。一人順序の理があるわい。差し詰まりた日あるわい／＼。あった時にはどうするか。古い事は差し措いて、人間という心蔓りて／＼、それに付き添い、よう／＼連れて通りた心察してみよ。順序になるかならんか。
(たった三年の苦労艱難の道で治まると言えば皆不思議に思うであろうが、五十年にも渡る真実誠の神一条の道／＼を、連れて通りた教祖ひながたの道が有るであろう。
人間の力ではとても通り抜ける事の出来ない五十年の胸の掃除の道を、教祖の後を慕おうとする子供に写してやる為に、教祖が一人先に立って通り抜けたという順序の理が有るわい
誰も皆教祖の後を慕おうとしないから、扉を開いて地を均らそうか、扉を閉まりて地を均らそうかと差し詰まりた日があるわい／＼。
もうこれではどうにも成らんから、元の泥海に還さなければ成らんというような事があった時にはどうするか。
誰もが皆人として生き永らえる為の大事な古い事〈ひながたの道〉は差し措いて、勝手な人間の理ばかりを諭すから、一寸先も見えない人間心という暗がりの心がはびかりて／＼しまい、止む無くそれに合わせて神が付き添いをし、よう／＼の思いで連れて通りて来たという残念な心を察してみよ。
こんな事で、真実誠の順序の道に成るか成らんかよう思案してみよ。)

聞き分け一つの理から、心を合わせてこうであると言えば心の探り合い疑いはあろうまい。証拠現われて行けば、間違いはあろうまい。
(速やかに聞き分けて実践しようとする一つの理から始まる道であり、速やかに神に心を合わせてこうであると言えば、心の探り合い疑い〈神様は一体何を教えて下さるのか、こんな事で良いのかと思い悩んで尋ねるような事〉は有ろうまい。
速やかに聞き分けて実践する事によって、明らかな証拠が現われて行けば、何も間違いは有ろうまい。)

一日々々見え来る／＼。楽しんで居る／＼。楽しみの元というは小さいもの。もう年が明けたらや、さあ年が明いたらやと言うて、十年連れて通りたる。
(世界中の兄弟に理を写して頂く為に、一人先に立ってひながた通りの道を運ぼうとするなら、一日々々と鮮やかな理の働きが見えて来る／＼のや。
速やかに聞き分けて神の思惑通りの道を運んでこそ真実誠の道の台と成るのであって、先々は結構な末代の道を楽しんで居る／＼という事に成るのやで。
先々の楽しみの理の元というは、誰もが驚くような大きなものでは無く、人に笑われるような小さいものや。
澄み切った真実を定めて尽くしたとしても、結構な先々の理が見えるのはもう少し先であり、年限の理が明けたらや、さあ年が明いたら神が働くのやと言うて、十年の苦しみの道を連れて通りたるのや。)

どういう事も陰で言うて理を言わん。陰で思うて理を諭さん。これが曇りの第一という。
(どういう事も神様が有るから大丈夫と陰で言うても、速やかに聞き分けて実践をする理の大切さを言わん。
教祖のお陰で結構な道を通させて頂けると思うても、後を慕おうとする誠の理の重大さを諭さん。
これが曇りの第一というのや。)

この理聞き分け。どんな事思うたとて、出来るか出来ぬか聞き分け。今度どうなるや知らん、思い／＼の日を送りた事を思え。どうなりこうなりこうしてじっとして居たら分かる。日来たら分かるぐらいではならん。
(又この理も聞き分けてくれ。どんな事を思うたとて、速やかに聞き分けて実践をしないような者を、真実誠の道の台として結構に救ける事が出来るか出来ぬか、よう聞き分けてくれ。
今度はどうなるや知らんと思って見ていても、皆何も分からずにそれぞれの思い／＼の日を送りていた昔の事を思え。皆どうなりこうなりの道を運んで来たからこそ、今はこうしてじっとして居たら、明らかな神の働きが分かるのや。
実際に苦労艱難のひながたの道を通ってみれば分かる事ばかりであるが、いずれその日が来たら分かるであろう、というぐらいでは何も成らんのや。)

聞くや否や心の安心。これ台にしてくれ。何遍諭した処が同じように思う中には、一つわしはこう思うどう思うと心に納まらねば尋ねるがよい。尋ねたらさしづする。これに違い無いと思えば、心に納めるがよい。
(教えの理を聞くや否や、速やかに受け取って実践をしてこそ、心の安心であろう。これだけの事を、これからの台にしてくれ。
何遍諭した処が理が分からず、これまでの道と同じように思う中には、一つわしはこう思う、どう思うと言えばよいのであって、成る程と心に治まらねば尋ねるがよい。
尋ねたらさしづをする。確かにそうだ、これに違い無いと思えば、十分に心に治めるがよい。)






本席の事情で御座りますか
さあ／＼中には一つの理も分かる。又中には一つの理もあろ。一段二段三段、一二三、これまでちょい／＼話したる。一二三話し掛けた／＼。よう聞き分け。どういう話から伝えるなら、裏は鍛冶屋表は大工、聞き分けば神の守護。十二下りの止めは大工、これさえ聞き分けたら、苦労したいと言うても出けんが神の守護、働き分かりたか。裏は鍛冶屋表大工と言えば、何やろと言う。中には古い話聞いて居る者もある。よく聞き分け。


さあ／＼中には一つの理も分かる。又中には一つの理もあろ。一段二段三段、一二三、これまでちょい／＼話したる。一二三話し掛けた／＼。
(さあ／＼多くの中には一つの理〈この道は世界救けの為の真実誠の神一条の道であり、世界の為に尽くすより他に結構という理は無いという一つの理〉の働きも分かる者も有る。又理を聞き分けて長い年限尽くす中には、何もかも捨てて道の為・世界の為に尽くし切った一つの理もあろ。一段二段三段の道であり、一二三の順序の道であると、これまでちょい／＼話したる。
一は神を信じて世界の為に尽くそうとする誠の心の定まりの理であり、二は定まった誠の心を育てる為の天然自然順序の理の定まりの理であり、三はその中を満足たんのうして通り抜けてこそ結構な先々の理が治まって世界救けの為の真実誠の道の台と成って尽くす事が出来るという事であり、それだけの事を一二三の理を以て話し掛けた／＼のや。)
よう聞き分け。どういう話から伝えるなら、裏は鍛冶屋表は大工、聞き分けば神の守護。十二下りの止めは大工、これさえ聞き分けたら、苦労したいと言うても出けんが神の守護、働き分かりたか。裏は鍛冶屋表大工と言えば、何やろと言う。中には古い話聞いて居る者もある。よく聞き分け。
(又これもよう聞き分けて貰いたい。どういう話から神の思惑を伝えようとするなら、裏は鍛冶屋〈押し寄せる世界の事情の中で、しんばしらとして真実誠を尽くし切った眞之亮〉であり、表は大工〈人間の事情を捨て切って、神の思惑通りに運んだ飯降伊蔵〉という事であり、この理を聞き分けて尽くせば真実誠の神の守護という。
十二下りの止めは大工であり、これさえ〈人間が人間として生き永らえる為の最後の事情は、人間の事情を捨て切って神様の思惑通りに運ばせて頂く事ただ一つであるが、一人先に立ってそれを運んでこそ世界救けの為に尽くす事が出来るのであり、世界救けの為に尽くしたこうのうの理に、末代失う事の無い不思議な天のあたゑを授けるという事さえ〉聞き分けたら、苦労したいと言うても出けんが神の守護という、神が受け取る真実誠の働き方が分かりたか。
裏は鍛冶屋で表は大工と言えば、一体全体何やろうと言うようではならんのや。
中には古い話〈何もかも天に供えて道の為・世界の為に尽くしてこそ、大きく道が広がるという事〉を聞いて、実際に教え通りに運んで居る者もあるのや。よく聞き分けて置け。
明治三十一年七月十四日　夜　先程に引き続いてのおさしづ

一寸暫くして
さあ／＼言葉を台にして身の内入り込む。言葉を出す。今日や昨日の理で言葉を出せるか出せんか聞き分け。どれだけの賢い者傭い入れたのやない。元を思え。土の中に種を埋りた話、順序伝えたる。これも同じ理。よく聞き取ってくれ。


(さあ／＼、胸の掃除の為、真実誠の種蒔きの為、十分な修理肥やしの理を積み上げる為の苦労艱難の道を通り抜けて、身に染みて知った真実誠の神の思惑がそれぞれの言葉の理として胸に治まっているが、その言葉の理を台にして神が働くべく、それぞれの身の内入り込むのやで。そして十分に言葉の理を出すのや。
今日や昨日の道に尽くした理で、神の思惑通りの言葉を出せるか出せんかよう聞き分けてくれ。
どれだけの賢い者や力の有るものを傭い入れたのやない。
世界一列を速やかと救けたいと言うて創め掛けた元を思えば分かるであろう。
神の思惑を聞き分けて世界救けの為に尽くそうとし、今一時の結構を天に供えて真実誠の種とし、土の中に種を埋りて置いたからこれだけの道が出来たという話をしているのであり、又埋めた種を一粒万倍に育てる為には、長い年限の間の苦労艱難の道を満足たんのうして通り抜ける修理肥やしの理が必要であると、天然自然順序の理を伝えたるのや。
これもまったく同じ理であろう。今一時の己の結構を捨てて世界の為に尽くそうとし、神の思惑通りに働こうとしなければ、どうやっても神が働く事が出来ないという事をよく聞き取ってくれるよう。)
















又暫くして
さあ／＼元々十年の間という。若き神とも言うたやろ。それはとんと古い事で聞き分けにゃ分からん。若き神と言うた。十年の間若き神という。この者一つ順序の理、成らず／＼の間、順序を諭すは、この元台というは一寸には諭せん。痛めてなりとかゞめてなりと。名は秀司という。この艱難もよう聞き分けてくれにゃならん。若き神、名はこかん。これらは成らん／＼の中順序通して、若き神はずっと以前に暮れた。知って居る者ある。よく伝え。又秀司という、めん／＼の心、楽しみ一寸通りたなれど苦労の道筋、どうなりとして通りた。内にすっきり無いようにした。中に一寸話し難くい処もある。年限古き処どうであったこうであった。それはなあという事もある。よく伝え合い話してくれにゃならん。これが第一。改め変えて出さんならんもの出さにゃならん。聞いて満足。知らん事は尋ねてくれ。尋ねて分からん事、席に尋ねたら順序の理は重々の理に諭す。取り損い聞き損いありてはならん。中に面倒い処もある。聞かれん事もある。十分に暮らして居る中、すっきり無いようにさした。無いようにして了うてから三十五年という。それは、どうにもこうにも伝えようにも伝えられん日もありた。聞いて居る者もあろ。目に見て居んからどうもならん。そんな事と言う者もある。あちら身びいきこちら身びいき。一時の道に勝手々々の話は何にもならん。前々話の理にもある。成るか成らんか鮮やか分かりたるやろ。身びいきはならん。こうのうの理はいつになりてもこうのうある程に。こうのうの無い者は、どれ程蔓っても、ふっと吹かれたようなもの。よく聞き分け。何ぼでも／＼もうであろか／＼思い／＼、年限は十年余も過ぎたる理はあっても埋れて居た。刻限の理が来たら、どうでもこうでも出て来る。重々の心は一つの理にして日々という。よう聞き分けてみよ。どれだけ運んでやりたい、どうと思えども、一日の日に一日の仕事出けるか出けんか、聞き分けてくれ。一日の日に仕事出来る事、ほんに埋って来たが分かる。まあ／＼という処聞き分けてみよ。これだけ話したら、一つ／＼の理を引き合わしてみよ。


さあ／＼元々十年の間という。若き神とも言うたやろ。それはとんと古い事で聞き分けにゃ分からん。若き神と言うた。
十年の間若き神という。この者一つ順序の理、成らず／＼の間、順序を諭すは、この元台というは一寸には諭せん。痛めてなりとかゞめてなりと。名は秀司という。
(さあ／＼澄み切った真実を受け取って神が働く為の元々の理は、一人先に立って道の為・世界の為に尽くそうとする十年の間の苦労艱難の理と言うてある。
若き神とも言うたやろ。それはとんと古い事でよう聞き分けにゃ分からん。神というは、自分の都合をかえりみないで世界一列を救ける模様ばかりを思って居るが、人間創造の時から、先々へ行けば何もかも捨てて道の為・世界の為に尽くそうとする強靭な精神が定まるのが見えて居たから、若き神と言うて育てて来たのや。
道の初めの十年の間の働きは、まさに若き神という。この者が心を改めて成人したなら、末代までも身と心を天に供え、世界救けの為に尽くしたいと願い出る一つの心が見えていたから、その心を受け取って、元の泥海に還さなければ成らない処を改める事が出来たのであり、又その精神を受け取って、世界救けの為の真実誠の神一条の道を創め掛けたという順序の理であり、又何一つも思うように成らず／＼の長い年限の間の苦しみの道の通り抜けて、これだけの順序の理を諭すのは明らかな証拠であるが、この元を台として世界救けの道を創め掛ける事が出来るように成った元の理というは、一寸やそっとには諭せん。
人間創造以来の長い年限の間に積み重ねた残念の理の掃除の為に、長い間の重苦しい暗闇の道を通させ、時には同じ因縁の者を親子夫婦兄弟として生まれ変わらせ、目的遂行の為に互いに身代わりと成って身上を果たさせ、本来なら身の不自由無き処も、痛めてなりとかゞめてなりと改めさせて来たのや。名は秀司という。)
この艱難もよう聞き分けてくれにゃならん。若き神、名はこかん。これらは成らん／＼の中順序通して、若き神はずっと以前に暮れた。知って居る者ある。よく伝え。
(又この艱難もよう聞き分けてくれにゃならん。若き神、名はこかんという。これらは何一つも思うように成らん／＼という苦労艱難の中の順序の道を通して来たが、その中を、ひたすら真実誠の神一条の道を貫きながら若き神こかんはずっと以前に暮れたのや。知って居る者もあるであろう。
何一つの楽しみも無い苦しみの道の中を、何処までも真実貫いて果てた真実誠の種の理が有ればこそ、やがて世界が治まる時が来るという事をよく伝えてくれるよう。)
又秀司という、めん／＼の心、楽しみ一寸通りたなれど苦労の道筋、どうなりとして通りた。内にすっきり無いようにした。中に一寸話し難くい処もある。
年限古き処どうであったこうであった。それはなあという事もある。よく伝え合い話してくれにゃならん。これが第一。改め変えて出さんならんもの出さにゃならん。聞いて満足。
(又もう一つの世界治まりの理は秀司という、
めん／＼の勝手心を一寸は出して、楽しみの道も一寸は通りたなれど、大筋は誰に頼る事も出来ない艱難苦労の連続の道筋であったが、どうにも成らん中は神が守り通してやったからこそ、どうなりとして通りて来たのや。
何処までも人間の思惑通りにならない神の道を通す事によって、神の思惑に背く残念な心だけは内にすっきりと無いようにしたのや。元々は悪心の強い者であったから、中には一寸話し難くい処もある。
年限古き処どうであったこうであった。それだけは一寸なあ、というような残念な事〈教祖に降り掛かる世界からの圧迫干渉に心を痛め、親神様の意に反して、布教の公認や教会の設置の認可を得ようとして働いたというような事〉もある。
残念な処〈天然自然に成って来る事はどんな事も親神様の働きだと悟って、あらゆる苦労艱難に堪えて満足たんのう運ぶ事が出来なかったから、神様が思い通りに働く事は出来なかったのであり、それによって道が濁り、社会情勢が狂ってしまったという事〉はどういう処であったかとよく伝え合いをして、同じ間違いを二度と繰り返さないよう、皆々で話をしてくれにゃならん。
これが現在の道の間違いの元と成って居るのやから、改める事が第一である。きれいに改め変えて出さんならんものは、どうでも改めて出さにゃならんのや。
きれいに改めた道なら、誰も皆聞いて満足をするのやで。)

知らん事は尋ねてくれ。尋ねて分からん事、席に尋ねたら順序の理は重々の理に諭す。取り損い聞き損いありてはならん。中に面倒い処もある。聞かれん事もある。
(知らん事は皆尋ねてくれ。尋ねて分からん事が有れば、席〈さしづの理〉に尋ねたら善いと言うのだが、どうでも聞き分けて治めなければならない順序の理は重々の理に諭す。
どんな事も教祖ひながたの道と照らし合わせながら澄み切った道を運べば良いが、取り損い聞き損いがありてはならん。
中には面倒いような処もある。どんなに面倒でも積み重ねた残念の理は果たさなければならないが、時には、どうしてこんな事がというような、聞くにも聞かれん怖い恐ろしい事もある。)

十分に暮らして居る中、すっきり無いようにさした。無いようにして了うてから三十五年という。それは、どうにもこうにも伝えようにも伝えられん日もありた。聞いて居る者もあろ。目に見て居んからどうもならん。そんな事と言う者もある。
(この道の始まりは十分に暮らして居る中をすっきりと果たさせてしまい、頼れる者は誰一人も無いようにさしたのや。
何も無いようにして了うてから三十五年の苦しみの道が有ったからこそ、今日の日が有るというてある。
それは、どうにもこうにも伝えようにも伝えられんような日もありた。聞いて知って居る者もあろう。実際に目に見て居んからどうもならん。
そんな事は私には関係の無い事だと言う者もある。)

あちら身びいきこちら身びいき。一時の道に勝手々々の話は何にもならん。前々話の理にもある。成るか成らんか鮮やか分かりたるやろ。身びいきはならん。
(多くの者が、あちらで身びいきこちらで身びいきをして居る。世界の為に尽くそうとする一時の苦労艱難の道によって、結構な先々の理が治まるという真実誠の神の道に、勝手々々の話は何にもならん。我が身の結構ばかりを求めて恩に恩が重なれば、牛馬の道が見えていると前々話の理にもあるやろ。
今一時の結構な道ばかり通ろうとすれば、心通りに先々の種の理は皆食い潰されてしまい、そんな事ばかりしていたら、先々が結構に成るか成らんかという事位鮮やかと分かりたるやろ。
我が身可愛い故に、真実誠の天の理に蓋をしてしまうような身びいきはどうもならんと言うのや。)

こうのうの理はいつになりてもこうのうある程に。こうのうの無い者は、どれ程蔓っても、ふっと吹かれたようなもの。
(自ら求めて苦労艱難の道を通り、あらゆる苦しみに堪えて満足たんのう治めた理は、いつになりてもこうのうの理としてある程に。世界の為に尽くしたこうのうの理の無い者は、どれ程蔓っていてもその時だけのものであって、道の掃除の為にふっと吹かれたら、何処かへ飛んでしまうようなものや。)

よく聞き分け。何ぼでも／＼もうであろか／＼思い／＼、年限は十年余も過ぎたる理はあっても埋れて居た。刻限の理が来たら、どうでもこうでも出て来る。重々の心は一つの理にして日々という。よう聞き分けてみよ。
(よく聞き分けてくれ。この道の始めは何ぼでも／＼苦しみの道を通り、こんな道が明けるのはもう直ぐの事であろか／＼と思い／＼、年限は十年余も過ぎたる理はあっても、楽しみの理は何一つも無く埋れて居たであろう。
なれど旬刻限の理が来たら、どうでもこうでも結構な理が出て来るのや。
世界の為に尽くそうとする重々の心は世界治まる為のただ一つの理にして、日々生涯変わらぬ一つの心と言うのや。
これだけの道である事をよう聞き分けて速やかに実践してみよ。)

どれだけ運んでやりたい、どうと思えども、一日の日に一日の仕事出けるか出けんか、聞き分けてくれ。一日の日に仕事出来る事、ほんに埋って来たが分かる。
まあ／＼という処聞き分けてみよ。これだけ話したら、一つ／＼の理を引き合わしてみよ。
(どれだけ神が運んでやりたい、どうやって救けてやりたいと思えども、僅かな一日の日に十分な一日の仕事が出けるか出けんか、よう聞き分けてくれ。一日の日に十分な仕事が出来るという事は、ほんになあというような真実誠の種を蒔いて、十分な修理肥やしの理を治められるよう十分に埋って来たかどうかが問題であって、それによって違いが分かると言うのや。
何も無理な事をせいと言うのでは無く、無理無く続けられるようなまあ／＼の真実を定めて、生涯変わらぬ一つの心で貫いてこそ世界の道の台と成ると言うのであり、それによって神の思惑通りの道が治まるという処を聞き分けてみよ。
これだけ話したら分かるであろうが、神が諭す一つ／＼の理を聞き分けて、速やかに運ぶべき己の理として十分に引き合わしてみよ。)






暫くして
さあ／＼／＼／＼、もう一声／＼、さあもう一声、さああちらの話、こちらの話、皆大抵伝えた。これより成る成らんの理を聞け。まあこうした中に、これはどういうものであろ。それ／＼話し合うてくれ。順序の道伝うてくれ。これはどういう話であったか。分かりて知って居る者は知って居るだけ。知らん者に聞かしてやってくれ。一言だけでも年限の後には、こういう事があったと知らしてやってくれ。知らん者は無理は無い。そこで難しき事言うのやない。何年後わしはそこまでは知って居る。それから後は知らん。知らん事は順序席に尋ねてくれ。時々の理を以て順序諭す。諭せば分かる。これで分かれば、一つ／＼取り纏めてくれるがよい。


さあ／＼／＼／＼、もう一声／＼、さあもう一声、さああちらの話、こちらの話、皆大抵伝えた。これより成る成らんの理を聞け。
まあこうした中に、これはどういうものであろ。それ／＼話し合うてくれ。順序の道伝うてくれ。これはどういう話であったか。分かりて知って居る者は知って居るだけ。知らん者に聞かしてやってくれ。
 (さあ／＼／＼／＼、もう一声／＼、さあもう一声、さああちらの話、こちらの話も、皆大抵の事は伝えた。これより真実誠の神の道に成る成らんの理を聞き分けてくれ。
まあこうした中にも思うように成らない苦しみの道は有るが、これはどういうものであろうかと、それ／＼に話し合うてくれ。
世界一列を速やかと救けたいという真実誠の神の思惑が働いているから、人間の思うように成らない長い苦しみの道を通らなければならないという理を聞き分けて、喜んで神の思惑通りの道を運ばせて貰おうとする誠の心を定め、天然自然順序の理を定めて順序の道を伝うてくれ。
澄み切った真実を定めて天然自然の順序の道を通り抜けてこそ、これはどういう話であったかが分かるのや。
分かりて知って居る者は有るが、知って居るだけでは何もならん。知らん者にも皆聞かしてやってくれるよう。)

一言だけでも年限の後には、こういう事があったと知らしてやってくれ。知らん者は無理は無い。そこで難しき事言うのやない。何年後わしはそこまでは知って居る。それから後は知らん。知らん事は順序席に尋ねてくれ。時々の理を以て順序諭す。諭せば分かる。これで分かれば、一つ／＼取り纏めてくれるがよい。
(天然自然順序の道を通り抜けて真実の理を治め、長い年限の苦しみの道の後にはこういう結構な事があったと知らしてやってくれ。知らん者は何も伝えられないであろうが、無理は無い。
そこで難しき事を言うのやないで。それから何年後はこうであったが、わしはそこまでは知って居る。それから後の事は知らん。知らん事は順序席〈その都度／＼さしづの理〉に尋ねてくれと言うのや。
尋ねてくれるなら、神が時々の理を以て天然自然順序の道を諭すのや。神が身の内へ入り込んで諭せば、誰でも分かるのやで。
これで分かれば明らかな道の証拠であって、多くの者にも理が写る、そのようにして一つ／＼取り纏めてくれるがよいと言うのやで。)



明治三十一年八月二十六日　夜
刻限

さあ／＼だん／＼の事情、一つ替わり二つ替わり、順序改め替える。これまで十分の理を説き諭し、聞くに聞かれぬ事情ありたる。眺めてみれば何を言う。年限経ち来たる。一時の処にて判然の道とは言われん。今改めてどれから見ても、順序心に治めてくれ。席順序の理も改めてくれ。第一一つ始め掛けたる話、長らえての道すがら、運び来て順序、これで一つよく順序に諭し置こう。席という、これまで伝えてもある。実と聞いて一つの理、長々の理聞き難くい理。聞き難くい理はどういう理、聞き難くいというは、これと／＼当たり前の事それ諭して居る。中に漏れ落ちあるようなもの。これまで身の内十柱の神、大抵皆諭しある。これまでの道がはっとして聞き処聞いて、しっかり諭してくれ。これまで道の処諭しある。これと／＼あちらも一つ、こちらも寄せて順序で取って、これは言うまで諭さにゃならん。元というは些かなもの。年限の中に諭しよう。席の事情諭しよう。今日から諭しよう。前々から諭し置いて、これでどうであろう、尋ねる処書き取り書き抜き事情願うまで。中に又一つ長い順序、悠っくり書き取れ／＼。分からぬ処は尋ね返やし、これから順序始めてやろう。いつ／＼まで同じ事、席という、年限待ちて楽しみ。多くの中遠き所心を運ぶ処を聞き分けば、成る順序の理である。改めて席を一つ話し掛ける。元々は言うまで。分かりあろう。改めて中に一つの理を改め。さあ／＼皆これまで知らん。尋ねにゃ知らん。尋ねて知らん事書き取り書き抜き、第一順序中に、兄弟々々というは子供、この一つの理順序、長い間不自由さした事も、年限の中一つの理、一時持ってくれにゃならん。この一つの理、年限は十箇年や、十五年というは多くの人も出来る。頼りそこ／＼にある。古い／＼年限というものは、何処にどうしょう彼処にどうしょう、どうもならん処考えねばならん。埋もれてある。若い神こかんという。十年間という。不自由々々々難儀の中どう話し、こうじゃ／＼、何処へどうじゃ、余儀無き事情誘われた。一時の処は遁るには遁れられん事情であって、又一つ第一これは何処から話しようやら。結構に暮されるを、この道のため苦労艱難不自由艱難さした事も
ある。話順序長うなる。二人というものは、この順序改め。どういうさしづも、聞きよう取りようで違う。年限存命でいつの事情には、どういう事がどういう話があった。皆存命で居るから、今日も聞いて明日も聞き、席の順序、一つ／＼の事をそれ／＼筆の中に書き込んで、この道のため有るものを無くして了い、奉納して了たのや。
さあ／＼一つ点を打て／＼。さあ／＼一つもうどうにもならん。内々どうも、日々の処に口説き／＼日を送り、どれだけ抉じた事、防いでもならん。むさくるしいむさくるしいと言いなり、これを埋ってならん。十年という理がある。この十年誰も寄り来る者ありゃせなんだ。用があれば来る。用が無ければ来やせん。あちらばらり／＼、一日用無くば来ん。これだけの事もある。席順序ならん処諭さにゃならん。今に見れば景がよい。中の十年道すがら諭すに諭せん。順序書き取る事出来ん。この道すがら存命で居るから、直ぐと聞くなら鮮やかなものや。さあ／＼数々これまで席順序改める事は、一月や二月三月でする事は出来やせん。あちら書き取りこちら書き取り、大半書き取り、話してくれ。いよ／＼、一つの順席改めたら、しっかりしたものや。綺麗なるものである。合点が行かねば尋ね返やせ。聞いて居るからしっかり聞くがよい。さあ／＼通りた道の人が居る程に。あれば人間心であった。所成る成らん、よう聞き分けてくれ。
さあ／＼そうであり／＼、そうであった／＼／＼。ふうん／＼そうであり／＼、なあ、話し掛け／＼、これ／＼取り混ぜ／＼、どんな話するやら知らん。おう／＼夜夜、あれこれなあ何時、余程なあ、もう鶏が鳴く。あれかいなあ、それ／＼夜前もなあ、今夜もなあ。もう寝もうやないか／＼。明日日も何人寄ってか、その時の人を数えてみよ／＼。台は一つ／＼。それに準じて、いよ／＼どうであった。その時順序未だ起きてる。神様の話して居や、兄さん、あんたの事は、言うて、明日の日もある。兄さん／＼、あちらい行って寝んだらよい。あい、そうなら／＼。兄さんもう寝も／＼。寝め／＼。さあこんな事は誰でも知らんで。あの中寒さも知らず、年限数えば三十五年、起きても寝ても、今日の日になって、人間も出世する。大工であったでないか。年限は余程経つ。あれみの人であったと世界は順序言うであろ。先はこう成るで。神様はこう言やはるけれど、先は案じるで。お前どう思うで。先生案じ、お前の処、日々案じて居る。案じて居ん。ようこそなあ、と言うた。日々ふん／＼／＼。
さあ／＼そうじゃなあ、これだけ仕事くれたらいつかなあ。この月、月中にやります。棟上げとなったらどうしょうなあ。どうなりと出来ます。それじゃ棟上げせい棟上げせい。これが始まり。棟上げしたらどんな道が付いて来るで。神が言い聞かし、どんな事も思わず道を通り棟上げした。これでよい／＼。神が入り込んで居るから、按配よう成って来るで。これは大豆越忠七、大工に道で言い付けて、人数神殿の前を通れば、拝して通れ。これで結構や。なむ天理王命／＼唱え、太鼓叩いてつとめをし、他に居て一人の家守に事が成らず、門を閉めて了い、何構わん。皆入れ／＼。三日留め置かれ、万々所の役人に掛け合うて知らし、どうなっと詫して、それより道の順序、廃って了うた。その暮になって往なずと、存命の者尋ねば分かる。混り／＼、人間心を変えて曖昧とな。もう道の知らん事はどうもならん。
さあ／＼一寸一つ話しよう。よう聞き取ってくれ。この道付けようとて、心に掛けて、子供までこうしてなあと、人を救ける心になって、そこえ／＼それから余程年限。子供あちらから一人、こちらから一人。大抵でなかった。どうなると思う。満足してくれ。又、ならぬ心一つたんのう、一つ順序と諭し置こう。


さあ／＼だん／＼の事情、一つ替わり二つ替わり、順序改め替える。これまで十分の理を説き諭し、聞くに聞かれぬ事情ありたる。眺めてみれば何を言う。年限経ち来たる。
(さあ／＼道は皆段々の事情であり、時旬が来れば通る道が一つ替わり二つ替わりする事によって、段々と順序の理を改め替えるのやで。これまでは、自ら求めて運ぶ胸の掃除の為の苦労艱難の道による十分の理を説き諭して来たが、それを速やかに聞き分ける事の出来ない多くの中には、真っ向から神の教えに立ち向かうような、聞くに聞かれぬ残念な事情もありたるのやで。
それも無理の無い事であって、後から眺めてみれば損をするような事ばかりであるが、二度と取り直す事の出来ない真剣勝負の道で有る事が分からない内は、何を言うかと言うような事であろう。
なれど真実誠の種蒔きの時旬は刻々と過ぎて行くのであって、そうしている間にも新しい年限の理が経ち来たるのやで。)

一時の処にて判然の道とは言われん。今改めてどれから見ても、順序心に治めてくれ。席順序の理も改めてくれ。
第一一つ始め掛けたる話、長らえての道すがら、運び来て順序、これで一つよく順序に諭し置こう。
(自ら求めて進もうとしなければ理は働かないのやから、澄み切った真実を定める事の出来ない今一時の処にては、判然の道〈何もかもが、はっきりとよく分かる道〉とは言われんであろう。
なれど判然としない今だからこそ、神の思惑通りの道に改めてくれるなら真実誠の道の台と成って尽くす事が出来るのであり、道の為に尽くすなら先はどれから見ても間違いは無いのであって、順序通りに結構な末代の道が治まるという事を心に治めてくれ。
又席〈さしづ〉順序の理を軽くするような残念な心も改めてくれ。
この道は、第一に世界一列を速やかに救けたいという一つの理を以て創め掛けたるという話をするのであるが、その為に尽くす誠の道は、一人先に立って運ぶ、胸の掃除の為の長らえての苦労艱難の道すがらただ一つであり、その中を満足たんのう治めて運び来てこそ結構な順序の理が治まると言うのであるが、これでこそ神の思惑通りの一つの理が治まるという事をよく聞き分けて、多くの者が心を揃えてくれるなら世界が治まるという事を天然自然の順序の理に諭して置こう。)

席という、これまで伝えてもある。実と聞いて一つの理、長々の理聞き難くい理。聞き難くい理はどういう理、聞き難くいというは、これと／＼当たり前の事それ諭して居る。中に漏れ落ちあるようなもの。
(席〈明らかな神のさしづ〉という、先々を十分に見通して諭す理がさしづの理であるから、必ず成って来る鮮やかな天の理であるという事をこれまで何度も伝えてもあるのや。
実〈どこにも間違いの無い神様の道〉と聞いて速やかに実践してこそ、真実の理が治まるという一つの理であるが、それだけの事が出来ないから、長々と聞き分ける事が出来ない残念の理は聞き難くい理である。
聞き難くい理はどういう理であるかと言えば、聞き難くいというは、これと／＼〈速やかに聞き分けようとする真実が定まらないから、神が胸の内へ入り込んで分かるよう諭してやる事が出来ない〉というような当たり前の事を、それぞれに諭して居るのや。
神が入り込んで真実の理を諭してやる事が出来ないから、通る道の中にあれこれと漏れ落ちがあるようなものやで。)

これまで身の内十柱の神、大抵皆諭しある。これまでの道がはっとして聞き処聞いて、しっかり諭してくれ。これまで道の処諭しある。これと／＼あちらも一つ、こちらも寄せて順序で取って、これは言うまで諭さにゃならん。
 (これまでも人間の身の内に現れる十柱の神の働きや、人間は皆神のかしものであって、誰も皆心通りの道を通しているという事も、大抵の事は皆諭してあるのや。
これまでの教祖ひながたの道がたった一つの人間救済の道であり、この道を通させて貰わなければ、誰も皆末永く人として生き永らえる事は出来ないという事にはっとして気づき、肝心な聞き処を聞いて実践をして、しっかりと神の思惑を心に治めてから人に諭してくれ。
これまでの道の処にも、これだけの事が諭してあるのや。
これと／＼あちらも一つ、こちらも寄せて天然自然順序の理で育て、「よく承知が出来ました。これからは神様の思惑通りに運ばせて貰います。」と、言うまで諭さにゃならんのや。)

元というは些かなもの。年限の中に諭しよう。席の事情諭しよう。今日から諭しよう。前々から諭し置いて、これでどうであろう、尋ねる処書き取り書き抜き事情願うまで。中に又一つ長い順序、悠っくり書き取れ／＼。　分からぬ処は尋ね返やし、これから順序始めてやろう。
いつ／＼まで同じ事、席という、年限待ちて楽しみ。多くの中遠き所心を運ぶ処を聞き分けば、成る順序の理である。
(どれだけの大きなものでも、それが出来上がった元というは些かなものである。
あらゆる人間思案を捨てて神の思惑通りの道を運ぼうとし、何時何時変わらぬ一つの心で尽くそうとする年限の道の中に、思ってもみない大きな先々の理が治まると諭しよう。その代表的なものとして、席〈飯降伊蔵〉の事情を諭しよう。
この道こそが、今日からでも神が請け負って連れて通す真実誠の神一条の道であると諭しよう。
道の為・世界の為に尽くそうとして苦労艱難の道を運んでこそ、世界が治まるという事を前々から諭し置いて、これでどうであろう、聞き分けて真実定めてくれるであろうかと心待ちにして居る処を、尋ねる処から始まり、確かにそうだ、この道より他に神様にお勇み頂く理は無いと心に書き取って、生涯変わらぬ己の理として心に書き抜き、日々変わらぬ一つの心で貫く事情を願うまでの事である。
そうして通る中に、真実誠の種を蒔く為の一時の苦しみの道、蒔いた種を一粒万倍に育てる為の又一つの長い順序の道が有るのであり、その中から、身に染みて知った真実誠の神の思惑を、悠っくりと心に書き取れ／＼と言うのや。　分からぬ処は何度でも尋ね返やしをすれば良いのであり、これだけの事を定める処から、世界が一つに治まる為の天然自然順序の道を始め掛けてやろうと言うのやで。
そうして尽くした理は末代失う事の無い天のあたゑとして返すのであり、結構な理の働きは、いつ／＼までも同じ事や、席〈神様のさしづ通りの道〉というは、成るだけの年限の理を待ちて尽くし運んでこそ、末代続く楽しみの理が治まるのや。
多くの中で一人先に立って真実の心を定め、遠き年限の処を、何時何時変わらぬ一つの心を運ぶ事によって世界が救かるという処を聞き分けば、どうでも成る順序の理である。)

改めて席を一つ話し掛ける。元々は言うまで。分かりあろう。改めて中に一つの理を改め。
さあ／＼皆これまで知らん。尋ねにゃ知らん。尋ねて知らん事書き取り書き抜き、第一順序中に、兄弟々々というは子供、この一つの理順序、長い間不自由さした事も、年限の中一つの理、一時持ってくれにゃならん。
(改めて席〈飯降伊蔵〉の事を一つ話し掛ける。結構な先々の道が出来上がる為の元々の理というは、どうか私のような者を神様の思惑通りにお連れ通り下さいと言うまでの事や。
澄み切った真実を定めて通った者は、皆分かりあろう。
自分達の事ばかり考える残念な人間心を一日も早く改めて、日々の道の中に、世界救けの為に尽くそうとする誠一つの理を持ち運べるよう改めればよいのである。
さあ／＼この道は世界一列救けの神一条の道であるが、世界の為に尽くそうとしなければ結構な先々の理は無いという事を皆これまで知らん。尋ねて聞き分けようとせにゃ神が教える事は出来ないのやから、皆知らんのや。
分からん事は神に尋ねて、これまで知らん事を心に書き取り、己の理として心に書き抜き、第一に真実定めて天然自然順序の道を運ぶ中に、世界中の兄弟々々というは同じ一胎一種から生まれだした実の子供であり、同じ子供なら、同じ一つの道を運ばなければならないという兄弟一つの理を働かせて世界中を連れて通すというこの一つの理が、たった一つの世界救けの順序であり、長い間不自由さした事も、長い年限の中の思うように成らない苦しみの道を通した一つの理も、世界救けの為には無くてはならない一事の理であるという事を、心に持ってくれにゃならんのやで。)

この一つの理、年限は十箇年や、十五年というは多くの人も出来る。頼りそこ／＼にある。古い／＼年限というものは、何処にどうしょう彼処にどうしょう、どうもならん処考えねばならん。埋もれてある。若い神こかんという。十年間という。不自由々々々難儀の中どう話し、こうじゃ／＼、何処へどうじゃ、余儀無き事情誘われた。一時の処は遁るには遁れられん事情であって、又一つ第一これは何処から話しようやら。結構に暮されるを、この道のため苦労艱難不自由艱難さした事もある。話順序長うなる。二人というものは、この順序改め。
(真実定めて尽くそうとするこの一つの理、年限は十箇年や、十五年やというは多くの人も出来るのやで。
どうしてかと言うなら、頼りとする人や物もそこ／＼にあるからや。
道の始まりの古い／＼年限の中に尽くし運んだ理というものは、何処にどうしょう彼処にどうしょうとしても頼る者は誰一人として無く、どうもならんという処で真実誠一つを貫いたという事を考えねばならん。
言われなければ誰も分からないような事であるから、埋もれてあるのや。それは、若い神こかんという。
物心がついてからの十年間という。不自由々々々難儀の中でどういう話をし、こうじゃ／＼、何処へどうじゃ、どんな事も皆世界救けの為の真実誠の種を積み上げなければ成らないという、余儀無き事情に誘われ続けたのや。
一時の処は遁れるにも遁れられん苦しみの事情の連続であって、それが、又一つの世界救けの元と成るのであるが、第一これは何処から話しようやら分からんという程の苦難の連続の道である。
本来なら何一つ不自由なく結構に暮される中を、この道の為に苦労艱難不自由艱難さした事もある。
世界治まる為の真実誠の道の話をするなら、その為の順序の道は長うなる。
二人〈秀司、こかん〉というものは、言うに言われん数々の苦労艱難の道を通り抜ける事によって、この順序の理を改めて来たのやで。)

どういうさしづも、聞きよう取りようで違う。年限存命でいつの事情には、どういう事がどういう話があった。皆存命で居るから、今日も聞いて明日も聞き、席の順序、一つ／＼の事をそれ／＼筆の中に書き込んで、この道のため有るものを無くして了い、奉納して了たのや。
(どういうさしづも聞きよう取りようで間違う。道に尽くした年限の理は末代の理であって、何時何時までも存命で働いて居るから聞けば直ぐに分かるのであり、こうして多くの者に真実の道を知らせる為に、いつの事情にはこんな事が有った、又、どういう事が、どういう為の順序の理で有ったという話がしてあったのやで。
さしづは聞きよう取りようで間違うが、道に尽くした理は皆存命で働いて居るから、今日も聞いて明日も聞き、皆々が席の順序〈さしづ通りの順序の道〉を運び易くする為、一つ／＼の事をそれ／＼が筆の中〈心の中〉に書き込んで実践をする為、全てはこの道の為に有るものを無くして了い、奉納して了たのや。

さあ／＼一つ点を打て／＼。さあ／＼一つもうどうにもならん。内々どうも、日々の処に口説き／＼日を送り、どれだけ抉じた事、防いでもならん。むさくるしいむさくるしいと言いなり、これを埋ってならん。
(さあ／＼一つ点を打て／＼〈自分の通る道がこれで良いか、間違ってはいないかと確かめてみよ〉。さあ／＼神の思惑通りに運ぼうとする一つの心が治まらないから、もうどうにもならんと言うのや。
内々に真実誠の神一条の道が治まらないからどうもならず、日々の処にて真実の理を口説き／＼日を送り、どれだけ抉じた事〈間違っている処を容赦なくほじくり出す、こじ開ける、隠れたものをあばいて来た事〉があるやら分からないのであり、多くの間違いを防いでも防いでもどうもならなんのだや。
皆むさくるしいむさくるしいと言いながら、これを埋ってしまうからどうにもならん。)

十年という理がある。この十年誰も寄り来る者ありゃせなんだ。用があれば来る。用が無ければ来やせん。あちらばらり／＼、一日用無くば来ん。これだけの事もある。席順序ならん処諭さにゃならん。
今に見れば景がよい。中の十年道すがら諭すに諭せん。順序書き取る事出来ん。この道すがら存命で居るから、直ぐと聞くなら鮮やかなものや。
(十年という理がある。この道の始まりの頃の十年の間は、誰も寄り来る者はありゃせなんだ。用があれば来る。用が無ければ来やせん。あちらばらり／＼、一日用が無くば来ん。これだけの事〈誰も来ない中を、堪えて真実貫いたからこそ理が育ち、後々の道が出来上がったという一つの理〉もある。
席順序〈さしづ通りの順序の道〉は、決して人間の思い通りには成らんという処を諭さにゃならんのや。
今にして見れば景〈苦労艱難の中を堪えて運んだ誠の道のふぜい、おもむき〉がよい。二人が運んだ苦労艱難の中の十年の道すがらは諭すにも諭せん。誰も皆これだけの順序の理を、己の理として心に書き取る事は出来ん。
なれどこの道すがらは何時何時までも存命で働いて居るから、直ぐと聞くなら直ぐと心に治まり、心が速やかと成って皆鮮やかなものやで。) 

さあ／＼数々これまで席順序改める事は、一月や二月三月でする事は出来やせん。あちら書き取りこちら書き取り、大半書き取り、話してくれ。いよ／＼、一つの順席改めたら、しっかりしたものや。綺麗なるものである。合点が行かねば尋ね返やせ。聞いて居るからしっかり聞くがよい。
さあ／＼通りた道の人が居る程に。あれば人間心であった。所成る成らん、よう聞き分けてくれ。
(さあ／＼数々のこれまでの間違いの道を、席順序〈さしづ通りの順序の道〉に改める事は、一月や二月三月でする事は出来やせん。
あちらのさしづを心に書き取り、こちらのさしづを書き取り、大半のさしづを書き取り、一つ一つ実践をしてから真実誠の神の道を話してくれ。いよ／＼心が改まり、世界治まる為のたった一つの順序の理であるさしづ通りの道に改めたら、しっかりしたものや。
長い間に積み重ねた残念の理は皆晴れて、綺麗なるものである。合点が行かねば尋ね返やせ。何時でも神は聞いて居るから、しっかりと聞くがよい。
さあ／＼そうして通りた道の人が居る程に。通った人があれば、人間心であったと思うか。
真実の理の治まる処というは、何もかも捨てて神の思惑通りに運ぼうとする処であり、その心を受け取って、神が神の思惑通りに連れて通す処であるという事をしっかりと心に治めて、成る成らんの理をよう聞き分けてくれ。)

さあ／＼そうであり／＼、そうであった／＼／＼。ふうん／＼そうであり／＼、なあ、話し掛け／＼、これ／＼取り混ぜ／＼、どんな話するやら知らん。おう／＼夜夜、あれこれなあ何時、余程なあ、もう鶏が鳴く。あれかいなあ、それ／＼夜前もなあ、今夜もなあ。もう寝もうやないか／＼。明日日も何人寄ってか、その時の人を数えてみよ／＼。
台は一つ／＼。それに準じて、いよ／＼どうであった。その時順序未だ起きてる。神様の話して居や、兄さん、あんたの事は、言うて、明日の日もある。兄さん／＼、あちらい行って寝んだらよい。あい、そうなら／＼。兄さんもう寝も／＼。寝め／＼。
(さあ／＼そうであり／＼、そうであった／＼／＼確かに神様がお連れ通り下さった道やなあ。
ふうん／＼そうであり／＼、なあ、神様はどんな事も話し掛けて下さるなあ／＼、これも／＼取り混ぜ／＼て、どんな話をして下さるやら知らん。おう／＼夜夜やったなあ、あれもこれもなあ何時の事やったかなあ、余程の事やったなあ、もう鶏が鳴く。あれかいなあ、そやそやそれ／＼夜前もなあ、今夜もなあ。さあ、もう寝もうやないか／＼。明日日も何人寄ってか、その時の人を数えてみよ／＼。
神様がお受け通り下さる誠の道の台は、神様の思惑通りにお連れ通り頂こうとする誠の心ただ一つ／＼や。それに準じてこそ道であり、いよ／＼どうであったという事に成るのや。その時天然自然順序の理は未だ起きてる。
そやから何時も神様のお喜び下さる話をして居や、そしたら兄さん、あんたの事は神様が受け取って働いて下さる、と言うて過ごした日があり、明日の日もある。兄さん／＼、もうあちらい行って寝んだらよい。あい、そうなら／＼。兄さんもう寝も／＼。寝め／＼。)

さあこんな事は誰でも知らんで。あの中寒さも知らず、年限数えば三十五年、起きても寝ても、今日の日になって、人間も出世する。大工であったでないか。年限は余程経つ。
あれみの人であったと世界は順序言うであろ。先はこう成るで。神様はこう言やはるけれど、先は案じるで。お前どう思うで。先生案じ、お前の処、日々案じて居る。案じて居ん。ようこそなあ、と言うた。日々ふん／＼／＼。
(さあこんな事は誰でも知らんで。あの中寒さも知らず、年限数えば三十五年、起きても寝ても神様一条、今日の日になって見れば分かる事であるが、人間も心一つで出世をするなあ。元は大工であったでないか。尽くし運んだ年限の理は余程経つ。
あれみの人〈尋常ではない苦しみの道ばかり通った人〉であったと、世界はその順序を言うであろ。　　　そやから先はこう成るのや。神様はこう言やはるけれど、先は案じるで。お前どう思うで。先世〈先の世〉を案じ、お前の処の事も、日々案じて居る。案じて居んと言えばうそになる。ようこそここまで来れたなあ、と言うた日もある。日々神様が働いて下さるからこそ、どんな中も結構な先々の理が治まるよう通り抜けられるのや、ふん／＼／＼そうやなあ。)

さあ／＼そうじゃなあ、これだけ仕事くれたらいつかなあ。この月、月中にやります。棟上げとなったらどうしょうなあ。どうなりと出来ます。それじゃ棟上げせい棟上げせい。これが始まり。棟上げしたらどんな道が付いて来るで。神が言い聞かし、どんな事も思わず道を通り棟上げした。これでよい／＼。神が入り込んで居るから、按配よう成って来るで。
(さあ／＼そうじゃなあ、これだけ仕事くれたらいつかなあ。この月、月中にやります。棟上げとなったらどうしょうなあ。どうなりと出来ます。それじゃ棟上げせい、棟上げせい。これが始まり。棟上げをしたらどんな道が付いて来るやら分からんで。神が言い聞かし、どんな事も思わずに神の思惑通りの道を通り、棟上げをした。これでよい／＼。神が入り込んで働いて居るから、何もかも按配よう成って来るのやで。)

これは大豆越忠七、大工に道で言い付けて、人数神殿の前を通れば、拝して通れ。これで結構や。なむ天理王命／＼唱え、太鼓叩いてつとめをし、他に居て一人の家守に事が成らず、門を閉めて了い、何構わん。皆入れ／＼。三日留め置かれ、万々所の役人に掛け合うて知らし、どうなっと詫して、それより道の順序、廃って了うた。その暮になって往なずと、存命の者尋ねば分かる。混り／＼、人間心を変えて曖昧とな。もう道の知らん事はどうもならん。
(これは大豆越忠七、大工に道で言い付けて、人数揃って神殿の前を通れば、拝して通れ。これで結構や。なむ天理王命／＼唱え、太鼓叩いてつとめをし、他に居て一人の家守に事が成らず、門を閉めて了い、何構わん。皆入れ／＼。三日留め置かれ、万々の所の役人に掛け合うて知らし、どうなっと詫して、それより道の順序が働き、この道は栄え、反対をする処は廃って〈すたって〉了うた。
その暮になって人を行かせたから分かったであろうが、存命の者を尋ねば分かる。
それだけの順序の理によって栄える道である事が分からないから人間思案が混り／＼、人間心を用いて順序を変えてしまうからあいまいと成る。もう道の理の知らん事はどうもならん。)

さあ／＼一寸一つ話しよう。よう聞き取ってくれ。この道付けようとて、心に掛けて、子供までこうしてなあと、人を救ける心になって、そこえ／＼それから余程年限。子供あちらから一人、こちらから一人。大抵でなかった。どうなると思う。満足してくれ。又、ならぬ心一つたんのう、一つ順序と諭し置こう。
(さあ／＼一寸そっとでは無い一つの話をしよう。よう聞き取ってくれ。この道を付けようとして、日々心に掛けて、自分の子供までこうして〈命まで供えて〉なあと、人を救ける心になって、そこえ／＼それから余程の年限の理が経ち。子供あちらから一人、こちらから一人。そうして通る道は大抵の事ではなかった。
先はどうなると思うか。広くて大きな世界救けの本道が治まるから満足たんのうしてくれと言うのや。
又、何処まで行っても人間の思うようにならぬ神の道の中の、心一つのたんのう誠の理が世界を救けるのであって、たった一つの順序の理が定まると諭して置こう。)
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先程に引き続いて二度目の刻限
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
うん／＼さあ／＼、話し掛ける／＼。さあどういう事を話し掛ける。この道という、十分楽しまして／＼、十分楽しました。一つ話、十分に聞いてくれという事も、話聞いてくれ。これまで一寸刻限、一つの理さしづ、一つの理、さあ／＼押され／＼挟まれ、鈍な事して了た。これから／＼というもの、道の理は心にあっても、心に働かにゃ、無いも同じ事。心に無いというも同じ事。これだけ夜深、あれこれのさしづ、そのま何ぼうあっても、一寸に調べられぬ。ぼつ／＼調ぶれば、これまでの道が違うか違わんかさしづという。陰に廻るさしづある。直ぐのさしづは直ぐに分かる。勝手悪いさしづどうもならん。この道筋という年限数え、何箇年の道という。来る者には来んなと言わん、来ぬ者には来いとは言わん。いつ／＼順序にも諭しある。この一つの順序難しい。教祖というは女であった／＼。学を学んだ者でない。このやしき、人間始めた真実一つ胸に治めて、この一つ順序。今という、へばり付き、どちらこちら草生え、そんな時誠一つも無かった。来いと言うても、今日々々というように、十分時々神の言う事聞いて来れば、その時貰い受け、夫婦貰い受け、荷物持ってやしきへ伏せ込んだ一つの理、何と思うか。道の心が違う、心が違う。親子存命掛かりから伏せ込んだ理何処にあるか。分からんか。違い無いから、誰にどうもこうも、十分に言われた。真実心に凭れて居て、世界の者、金を以て雇い込んだ者でなし、心一つ伏せ込んだ。いつになっても動く事無し。万事の処は話し掛ける。この順序本席を戴く諭すには、元という理を諭してくれ。雇い入れた者やない。お前どうせいこうせい言えん。今日世界から見ても、順序の理である。一つの席であるで。
さあ／＼よう聞き分け。何かどうせにゃならん。これまでだん／＼付かん。だんだんしてもそのまゝ順序通り来た。これからというものは、万事皆一手一つの心。案じる事は要らん。世上は余程一つあちらこちら運べてある。暫く日によって、何とも分からん。この道さえ、心一つの理しっかりあれば、何も案じる事要らん。案じる事を待ち兼ねて居ると思え。
さあ／＼取り混ぜ話、あちらも合わせ／＼、分からん処は席に尋ね、一つの処は席に尋ねば分かる。夜深、夜にも尋ねる台を、拵えてやる。大事々々取り次ぎ万事聞いて取り次ぎ、一つ世上代わり、教祖代理と世上あったは、大いの違い無きように一つ諭し置こう。


うん／＼さあ／＼、話し掛ける／＼。さあどういう事を話し掛ける。この道という、十分楽しまして／＼、十分楽しました。一つ話、十分に聞いてくれという事も、話聞いてくれ。これまで一寸刻限、一つの理さしづ、一つの理、さあ／＼押され／＼挟まれ、鈍な事して了た。これから／＼というもの、道の理は心にあっても、心に働かにゃ、無いも同じ事。心に無いというも同じ事。
(うん／＼さあ／＼、話し掛ける／＼。さあどういう事を話し掛ける。この道という、鮮やかな神の働きを十分に楽しまして／＼、結構な道の理を十分に楽しました。世界一列を速やかに救けたいという一つの話であるが、世界救ける真実誠の道の台と成る為に、神の話を十分に聞いて実践をしてくれという事も、道の為・世界の為に尽くしたこうのうの理によって、結構な末代の理を治めてくれという話も聞いてくれ。
これまでに教えた一寸やそっとでは無い刻限の理、世界が一つに治まる為のたった一つの理がさしづ、速やかに世界一列を救けたいという一つの理、さあ／＼大きな力に押され／＼挟まれて、皆々鈍な事をして了たのや。
なれどこれから／＼というものは、段々と明らか鮮やかな理の働く昼間の理に変わるのやから、道の理は心にあっても、世界の為に尽くそうとする真の誠が心に働かにゃ、何も無いも同じ事やで。
心に道が無いというも同じ事や。)

これだけ夜深、あれこれのさしづ、そのま何ぼうあっても、一寸に調べられぬ。ぼつ／＼調ぶれば、これまでの道が違うか違わんかさしづという。陰に廻るさしづある。直ぐのさしづは直ぐに分かる。勝手悪いさしづどうもならん。この道筋という年限数え、何箇年の道という。
(あわただしい昼間の理が働かないこれだけの夜深にあれこれのさしづをし、そのま〈真…速やかに聞き分けようとする誠の理〉が何ぼうあっても、それだけでは真実の理は一寸には調べられぬ。聞いた道を速やかに実践しながらぼつ／＼調ぶれば、これまでの道が違うか違わんか分かるのがさしづという。
結構な先々の理を与えようとして陰に廻るさしづもある。直ぐのさしづは直ぐに分かる。勝手の悪いさしづ〈自分の都合の良いように解釈をするさしづ〉はどうもならん。言うに言われん苦労艱難の道によって出来上がったこの道筋という年限の理を数えて、その通りに運ぶ何箇年の道というのや。)

来る者には来んなと言わん、来ぬ者には来いとは言わん。いつ／＼順序にも諭しある。この一つの順序難しい。教祖というは女であった／＼。学を学んだ者でない。このやしき、人間始めた真実一つ胸に治めて、この一つ順序。
(来る者には来るなと言わん、来ぬ者には無理に来いとは言わん。どんな事も心次第の道であると、いつ／＼の順序の理にも諭しあるのや。
道は皆世界救けの為であるが、この一つの順序〈世界救けの為に尽くそうとする者に与えられる、その為の天然自然順序の道〉を定める事が難しい。それを一人先に立って実践して来た教祖というは女であった／＼。心のやさしい一途な者ではあったが、特別な学を学んだ者ではない。
このやしきは人間始め掛けた元のやしきであり、因縁ある元のやしきから、速やかに世界治める為の真実誠の神一条の道を創め掛けようとする一つの道である事を胸に治めて、一日も早く神の思惑通りに働こうとするならこの一つの順序が定まると言うのやで。)

今という、へばり付き、どちらこちら草生え、そんな時誠一つも無かった。
来いと言うても、今日々々というように、十分時々神の言う事聞いて来れば、その時貰い受け、夫婦貰い受け、荷物持ってやしきへ伏せ込んだ一つの理、何と思うか。
(今の道というは、道にへばり付きをして尽くそうとする者は段々多くなったが、道の始まりはどちらもこちらも草生えばかり、そんな時道の為に尽くそうとする誠は一つも無かった。
来いと言うても誰も来ない中を、今日から今日からでも来させて頂きますというように、十分に時々の神の言う事を聞いて来ればこそ、その時速やかに貰い受ける事が出来たのであり、夫婦共に貰い受けて、荷物を持ってやしきへ伏せ込んだ一つの理を何と思うか。)

道の心が違う、心が違う。親子存命掛かりから伏せ込んだ理何処にあるか。分からんか。
違い無いから、誰にどうもこうも、十分に言われた。真実心に凭れて居て、世界の者、金を以て雇い込んだ者でなし、心一つ伏せ込んだ。いつになっても動く事無し。万事の処は話し掛ける。
この順序本席を戴く諭すには、元という理を諭してくれ。雇い入れた者やない。お前どうせいこうせい言えん。今日世界から見ても、順序の理である。一つの席であるで。
(道の為に尽くそうとする心が違う、何もかも捨てて神の思惑に従おうとする誠の心が違う。親子共々、存命で道の掛かりから伏せ込んだ理は何処にあると思うか。
その時ふせ込んだ理は、いまこうして、世界一列を救ける為の真実誠のさしづの理として生き続けて居るという事が分からんか。
それに違い無いという事は明らかな事やから、誰にどうせいともこうせいとも言わないのであって、心一つの道であるという事を十分に言われたのや。
真実の心を出して、長い苦労艱難の道の中を神にもたれて居てくれたからこそ出来たのであって、世界中の者の中から優れた者を選び出し、金を以て雇い込んだものでなし、誠の心一つを伏せ込んだ理によって働く事が出来たのや。
そうして真実尽くした理は何時になっても動く事無し。万事の処は存命のまま働き続けて、何時何時までも世界救けの為・道の為に話し掛けて居るのや。
これだけの順序を治めて本席と成り、世界治まる為の誠天の理を諭すさしづの理を戴く為には、又これを人に諭す為には、これだけのさしづが出来上がった元という理を諭してくれにゃならん。
金で雇い入れた者やない。何もかも捨てて道の為に尽くした理によって、これだけのさしづが出来上がったという元も分からんような者が、お前どうせいこうせいとは言えんであろう。
今日の差し迫った世界から見ても、たった一つの世界救けの順序の理である。世界治める為のたった一つの席〈さしづ〉であるで。)

さあ／＼よう聞き分け。何かどうせにゃならん。これまでだん／＼付かん。だんだんしてもそのまゝ順序通り来た。
これからというものは、万事皆一手一つの心。案じる事は要らん。世上は余程一つあちらこちら運べてある。暫く日によって、何とも分からん。この道さえ、心一つの理しっかりあれば、何も案じる事要らん。
(さあ／＼よう聞き分けてくれ。何かの事も心次第であって、どうせにゃならんとは言わん。これまでは何も言わなかったから明らかな理は働かず、だん／＼の道が付かなんだのや。
だんだんと真実誠の神一条の道を運ぶよう諭しても、明らかな理が働かないから、皆そのまゝ人間の順序の道を通り来たのや。
なれどこれからというものは道の理が変わるのであって、段々と明らかな道に変わるから、どうでも明らかな道を運ばなければならないように成るが、未だ未だそれだけの力は皆々には無く、その変わりとして、万事の処を皆一手一つに揃えようとする誠の心を連れて通す事に成るのやで。
なれど案じる事は何も要らん。世上の道に置いては、程よいさまの一つの道があちらこちらで運べてあるのやで。
〈・・・命がけで人々を救けようとする数知れぬ誠の人々。そうして受けた恩をかえそうとする一途な人々。私財を出し、手間暇を掛けて困った人たちを救けようとする救け合いの輪。そうした美しい心が一夜の間にも世界中に伝わるインターネット。人々の自由を奪い、簡単に命さえも奪うような自国の強圧政治にも支配される事無く、自由に心を伝える事が可能になったインターネット。
又何千年も以前から、今この時期に、日本の誰かが世界を救ける日が来ると多くの口を通して教えて下さり、日本人の勤勉さや規律を守ろうとする精神、人を差別する事無く互いを尊敬しあう救け合いの国である事を知らして下さり、日本は、優れた技術や精神等を伝える事によって世界を裕福にしようとする国である事を世界中に知らして下さり、又世界の軍拡競争や独裁的な野望等も、やがては一歩先を行く日本の科学技術等がそれを無力化してしまうというような方向に導いて下さり、今世界は、後進国どころか世界中の先進国さえも、日本に任せて置けば大丈夫だ等と、日本の台頭を待ち望んでいるような状況に成って来ました。
もちろんそれは神様のお力であり、程よいさまの、世界救けの一つの道が治まろうとしています。
あとは私達次第であって、どうか世界救けの為に尽くさせて下さいという誠の心を供えるのみです〉

たとえそれだけの事を速やかに聞き分けたとしても、暫くの処は日によって理が変わるから何とも分からん。
なれどこの道さえ心に有れば、又世界救けの為に尽くそうとする誠の心の一つの理さえしっかりあれば、何も案じる事は要らんで。)

案じる事を待ち兼ねて居ると思え。さあ／＼取り混ぜ話、あちらも合わせ／＼、分からん処は席に尋ね、一つの処は席に尋ねば分かる。夜深、夜にも尋ねる台を、拵えてやる。大事々々取り次ぎ万事聞いて取り次ぎ、一つ世上代わり、教祖代理と世上あったは、大いの違い無きように一つ諭し置こう。
(これから先の暫らくの処は、世界中が先々を案じて尋ね出て来る事を待ち兼ねて居ると思えばよい。
さあ／＼色々な理を取り混ぜて話をして居るが、あちらの話にも合わせ／＼こちらにも合わせて、分からん処は席〈さしづの理〉に尋ね、それでも分からない一つの処は、席〈言うに言えない苦労艱難の道を通り抜けて、さしづの理を諭す者〉に尋ねば分かる。
これから先は夜深や夜に置いても、尋ねる為の台を拵えてやる。世界救けの為に大事々々な取り次ぎは、万事の事を聞いて取り次ぎをすればよいが、一つの世上の理が代わり、教祖の代理と成って世上に諭すとあったのは誰の事であるか、大いの違いが無きようにと一つ諭し置こう。










明治三十一年九月三十日　午前二時
刻限御話
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼まあ／＼やれ／＼、ふん／＼、やれ／＼、話し掛け／＼。さあ今夜はどういう事を話す。年限々々十年一寸余り、どうして行こうと、かいだるい／＼刻限刻限、何ぼう刻限知らしても何のさしづ、とんとどんならん／＼。十年この方、つとめせにゃならん。つとめで開かにゃ開けん／＼。ならん／＼で暮れて了うた。一日前二日前、いかなる事も一寸々々、理を聞き分けて居る中に順序も知らしてある。理も聞いて居る間と刻限と何でも彼でも分けて見せる。年限十年少し前どうでもならん、こうでもならん／＼から暮れて了うた。世上あちらこちら、一寸々々にをい掛け、年限相応のもの、可哀そうなから、この学び道を付けた。その学びの道は知らん。これから先長い／＼年限である。未だ／＼一寸には運べん。一寸すっきりのもの、二分通り仕上げたら、覚束無いもの。十分のものに仕上げたら、どういうもの。どういう筆を取る、こういう筆を取る。筆に記してくれにゃならん。言葉で諭してもどうもならん。十分知らしたら、一つ／＼治めてくれにゃならん。筆に記したとてどうもならん。皆勝手の理を拵える。何を思うても、この道神一条の道、どんな事も立てゝ見せる。これからどんな事も神は大目に見て居る。神というもの、そんな小さい心でない。世界中子供を寄せ合うて、これもいかんあれもいかん、ちょいと／＼治め掛け、世界諭し掛け。あら／＼の道、二三年前までは一寸も分からなんだ。あちら高い所／＼声を掛け。容易でなかった。二分通り上ぼりたら、倒けて行く。二分通り辛抱ようせず、知らんとも言えようまい。今日の日見て居る。神一条の道で神一条の言葉で出来たもの。早うから仕込んである。どんな事もこんな事も分からん事情又替わる。代の替わるようなもの。代替わり、根がどうも難しいてならん。程良う付いて二分通り行て喰い止まりて三分、一分の処難しい。一寸弘め掛け、三分立ちたら七分は直ぐに治める。もう一分難しい。何ぼ諭した神のさしづ、皆んなあちらへ映るこちらへ映る。勝手の悪いさしづは埋もって、こんな事では一分の日難しいなる。迫って来る。この迫って来るはどういう順序の理。諭さりょうか。多くの中、楽しみ／＼いう理が何から出来たものであろう。容易ならん道、欲を離れて出て来る。何と思うて居る。日々改めて居る。種という理を以て話し掛け。種は元である。口上手弁が達者やと言うても何にもならん。日々取り扱い本部員本部員というは神が付けたものか。これ一つ改めてくれ。そういう理は人間心で付けた道、世界は人間の道。このやしき人間心で通る事出来ん。神の理それだけ難しい。何処へ行っても無理という理は無い。神が理を治め掛けたる。世上どういう理以て、何でも彼でも治めて掛かる。この順序聞き分けてくれにゃならん。何処で真似をしたとてならん。何処で店を張ったとてどうもならん。元が無いから。このやしき元なるぢばと言うたる。その元へ入り、神一条の理を持ってくれ。十本の背を揃え、十本の中からだん／＼順序ある。双方の日を重ねにゃならん。日を重ね、恩を重ねてどうもならん。年限重ね、年限曇りなりに通れば、十本の杭を打ったも同じ事。長い短い分からねば、分からん処は何遍でも問い返やせ／＼。一つも問い返やさず、長い短い問い返やせと／＼言うに、もう宜しいと言うから、神が退いて了うた。それから会議々々と言うたて、人間さしづを拵え、取次見苦しい。ごもくだらけ。一寸々々日々積もれば山となる。この、山となったらどうするか、この順序聞き分け出来ねば、人間心通るだけ通りてみればよい。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼まあ／＼やれ／＼、ふん／＼、やれ／＼、話し掛け／＼。さあ今夜はどういう事を話す。年限々々十年一寸余り、どうして行こうと、かいだるい／＼刻限刻限、何ぼう刻限知らしても何のさしづ、とんとどんならん／＼。十年この方、つとめせにゃならん。つとめで開かにゃ開けん／＼。
(さあ／＼まあ／＼やれ／＼、ふん／＼、やれ／＼、話し掛け／＼。さあ今夜はどういう事を話す。
道の為・世界の為に尽くす為の、天然自然順序の理を定める為の苦労艱難の道の年限々々の理は十年一寸余りのものであるが、どうして行こうとこうして行こうとも、神が連れて通す真実誠の神一条の道であるから安心安全なものであり、拍子抜けをして腕がかいだるい／＼ような刻限刻限の道であると、何ぼう刻限の理で知らしても何のさしづかも分からん、そんな事ではとんとどんならん／＼と言うのや。
たった十年この方の苦労艱難の道によって、世界救けの為の天然自然の順序の理を始め掛けると言うのやから、誰も皆聞き分けてつとめをせにゃならんのや。
聞き分けて尽くす皆々の真実誠のつとめで、世界救けの道を開かにゃ開けん／＼と言うて居るのや。)

ならん／＼で暮れて了うた。一日前二日前、いかなる事も一寸々々、理を聞き分けて居る中に順序も知らしてある。理も聞いて居る間と刻限と何でも彼でも分けて見せる。年限十年少し前どうでもならん、こうでもならん／＼から暮れて了うた。
(世界救けの為の真実誠の神一条の道である事かさえ分からないから、こんな事ではどうもならん／＼で暮れて了うたのや。
どんな事も一日前二日前から理を知らし、いかなる事も一寸々々の理で伝え、理を聞き分けて居る中に、大難小難で治まる順序の理も知らしてあるのや。
どんな理も聞いて運んで居る間の理と、刻限通りの道を運ぶ誠の理とで何でも彼でも治めてやるのだが、世界救けの為の明らかな道の台とする為に善と悪とを分けて見せるのや。
折角多くの者が真実定めて始め掛けても、年限十年少し前に辞めてしまうからどうでもならん、こうでもならん／＼から残念残念で暮れて了うたのや。)

世上あちらこちら、一寸々々にをい掛け、年限相応のもの、可哀そうなから、この学び道を付けた。その学びの道は知らん。これから先長い／＼年限である。未だ／＼一寸には運べん。一寸すっきりのもの、二分通り仕上げたら、覚束無いもの。十分のものに仕上げたら、どういうもの。
(世上あちらこちらに、一寸々々のにをい掛けをしても、育つ理は、十年に満たない年限相応の粗末なものばかりであり、それでは可哀そうなから、この学びの道を付けたのや。
それでも神の話を聞き分けようとする者は少なく、多くの者がその学びの道は知らん。
逃れるに逃れられない明らかな神の道はこれからであり、これから先は長い／＼年限の道である。
未だ／＼真実誠の神一条の道は一寸には運べん。
道の為・世界の為に尽くそうとして神の思惑通りの道を運ぶなら、道は一寸やそっとではないすっきりのものであるが、二分通りに仕上げたら皆安心をして止めてしまうから、おぼつかないものに成ってしまうのや。
十分のものに仕上げたら、どういう大きなものに成るやら分からん。)

どういう筆を取る、こういう筆を取る。筆に記してくれにゃならん。言葉で諭してもどうもならん。十分知らしたら、一つ／＼治めてくれにゃならん。筆に記したとてどうもならん。皆勝手の理を拵える。
(どういう事も筆を取る、こういう事も筆を取る事によって、人は皆道の理を知る事が出来るのや。
何度も聞いて承知をする為に、どんな事も筆に記してくれにゃならんのや。言葉で諭しても、直ぐに忘れてしまうからどうもならんのやで。
又、筆に記して十分に知らしたら、一つ／＼治めてくれにゃならんのやで。
筆に記したとて、速やかに聞き分けて運ぼうとしなければどうもならん。
速やかに聞き分けて運ぼうとしないから、皆勝手の理を拵えるのや。)

何を思うても、この道神一条の道、どんな事も立てゝ見せる。これからどんな事も神は大目に見て居る。神というもの、そんな小さい心でない。世界中子供を寄せ合うて、これもいかんあれもいかん、ちょいと／＼治め掛け、世界諭し掛け。
(人間が何を思うても人間の思うようにはならないが、この道は神の一列支配の世界に改める為の神一条の道であるから、どんな事も神の思惑通りに立てゝ見せるのや。
これから先は段々と明らかな神の道が始まるが、どんな事も神は大目に見て居るのやで。
神というものはどんな者も皆救けたいばかりであって、今ここで、速やかに聞き分ける事の出来ない者を見捨ててしまうような、そんな小さい心ではないのや。
世界中の処から子供を寄せ合うて、これもいかんあれもいかんと教え、ちょいと／＼かいつまんで色々な処を治め掛けてやり、世界一列の救け道を諭し掛けて居るのや。)

あら／＼の道、二三年前までは一寸も分からなんだ。あちら高い所／＼声を掛け。容易でなかった。二分通り上ぼりたら、倒けて行く。二分通り辛抱ようせず、知らんとも言えようまい。
(まだまだあら／＼の道であり、二三年前までは、真実誠の神の道は一寸も分からなんだのやで。
あちらの高い所／＼にも声を掛けて来た。ここまでくるのは容易ではなかった。
容易でないと言うのは、二分通り上ぼりたら皆倒けて行くからや。
二分通りの苦しみの道より辛抱をようせず、さりとて、道の理〈教祖ひながたの道が、たった一つの世界救けの道であるという事〉を知らんとも言えようまい。)

今日の日見て居る。神一条の道で神一条の言葉で出来たもの。早うから仕込んである。どんな事もこんな事も分からん事情又替わる。代の替わるようなもの。代替わり、根がどうも難しいてならん。程良う付いて二分通り行て喰い止まりて三分、一分の処難しい。
(何時でも神は今日の日を見て居るのやで。速やかに世界一列を救けたいという神一条の道であるから、一日も早く皆々に結構な道を通させてやりたいという神一条の言葉で出来たものだからや。
その為に皆早うから仕込んであるのやで。
どんな事もこんな事も分からん事情によって真実の理が治まらず、何も治まらないまま時旬の理が替わり、又道が替わる。道が替わる事によって代の替わるようなもの。
代替わりをすれば、根〈何も考えないで神様の思惑に沿おうとする純粋な心〉が薄れてしまうからどうも難しいてならんのや。
折角程良う道が付いても二分通りの処まで行って喰い止まりてしまい、三分の処〈何処までも神様を信じて、神の思惑通りに進もうとする真実誠の神一条の道〉に進めないのや、後一分の処〈何もかも捨てて神様の胸に飛び込もうとする真実誠の心定め〉が難しいのや。)

一寸弘め掛け、三分立ちたら七分は直ぐに治める。もう一分難しい。何ぼ諭した神のさしづ、皆んなあちらへ映るこちらへ映る。勝手の悪いさしづは埋もって、こんな事では一分の日難しいなる。迫って来る。この迫って来るはどういう順序の理。諭さりょうか。
(一寸やそっとではない結構な神一条の道である事を弘め掛ける為にも、三分の理が立ちたら、七分の理は直ぐに治めてやるのや。〈・・・七分三分の理を働かせて下さり、治まった真実誠の神一条の三分の理を、道の為・世界の為に尽くし運んだという七部の理に変えて下さる〉
それから先は思ってもみないような結構な道が見えているというのに、もうあと一分の処が難しいのや。
何ぼそれを諭したか分からんのが神のさしづであり、速やかに聞き分けて実践をするなら、働いた理は、皆んなあちらへ写る、こちらへも写るのや。
何もしなくても世界救けの為に尽くす事が出来るのだが、自分に取って勝手の悪いさしづは埋もってしまう、こんな事ではあとの一分の理が治まる日が遠くなるばかりやから、後々の道が難しいなるのや。
後々の道が難しくなるから、予期せぬ理が迫って来るのやで。この迫って来る理はどういう順序の理だと思うか。
そんなものを簡単に諭さりょうか。〈・・・段々と恩に恩が重なれば心通りに牛馬と成って生まれ変わり、神様への大恩を忘れた者が人として生き永らえる事は出来ないという事を世界中に知らせる為の悪しき道の台と成らなければならないが、最後の最後まで可愛い子供を救けようとされる神様に置かれては、そんな事を簡単に口に出す事が出来ないという真実誠〉)

多くの中、楽しみ／＼いう理が何から出来たものであろう。容易ならん道、欲を離れて出て来る。何と思うて居る。日々改めて居る。
(多くの中で、澄み切った真実の心を定めて真実誠の神一条の道を運び、末代続く楽しみ／＼という理が治まった処というは何程の道から出来たものであろうか。簡単に言い表す事が出来ない容易ならん道であり、欲を離れて道の為・世界の為に尽くそうとする誠の道から出て来るのやで。
真実誠の世界救け道を何と思うて居るか。
皆々に結構な末代の道を通させてやりたいから、形ばかりの苦しみの道を通させて、長い間に積み重ねた残念の理を日々改めてやって居るのや。)

種という理を以て話し掛け。種は元である。口上手弁が達者やと言うても何にもならん。日々取り扱い本部員本部員というは神が付けたものか。これ一つ改めてくれ。そういう理は人間心で付けた道、世界は人間の道。このやしき人間心で通る事出来ん。
(何もしなければ何も成って来ないのは天の道理であるが、皆々に結構な末代の道を通させてやりたいから、その為の真実誠の種という理を以て話し掛けているのや。
今一時の結構を天に供えて、道の為・世界の為に尽くそうとする真実誠の種の理は、たった一つの救けの元である。
尽くした元が無ければ結構な先々の理は治まらないのやから、どれだけ口上手であっても弁が達者やと言うても何にもならんのや。
日々の取り扱いの理の本部員本部員というは神が付けたものか。本部員というは人間の付けたものであるが、濁り切った人間思案を捨てて苦労艱難のひながたの道を運び、世界救ける真実誠の道の台となる為の、臨時見習いと言うて説いてある、これ一つを改めてくれるよう。
そういう理は人間心で付けた道であって、そのような世界並の道は人間の道である。このやしきは神屋敷であるから、何時までも人間心で通る事は出来んのや。)

神の理それだけ難しい。何処へ行っても無理という理は無い。神が理を治め掛けたる。世上どういう理以て、何でも彼でも治めて掛かる。この順序聞き分けてくれにゃならん。何処で真似をしたとてならん。何処で店を張ったとてどうもならん。元が無いから。
このやしき元なるぢばと言うたる。その元へ入り、神一条の理を持ってくれ。
(神の理というはそれだけ難しい。なれど、道の為・世界の為に尽くそうとする誠の理さえ有れば、何処へ行っても無理という理は無いで。
真の心に誠さえ有れば、結構な先々の道が治まるよう神が理を治め掛けたるのや。世上がどういう理を持って来ても、何でも彼でも治めて掛かるのやで。
それに違いは無いから、誰も皆この順序の理を聞き分けてくれにゃならんのや。人間の付けたものなら、何処で真似をしたとて成らんであろう。何処で店を張ったとてどうもならんのや。
成らんというは、道の為・世界の為に尽くした元が無いから何も成らんと言うのや。
このやしきは世界一列を救ける為の元なるぢばと言うたるであろう。
その元へ入り、何もかも捨てて道の為・世界の為に尽くそうとする真実誠の神一条の理を持ってくれるよう。)

十本の背を揃え、十本の中からだん／＼順序ある。双方の日を重ねにゃならん。日を重ね、恩を重ねてどうもならん。
年限重ね、年限曇りなりに通れば、十本の杭を打ったも同じ事。長い短い分からねば、分からん処は何遍でも問い返やせ／＼。一つも問い返やさず、長い短い問い返やせと／＼言うに、もう宜しいと言うから、神が退いて了うた。
(十本の背〈道の為・世界の為に尽くそうとする十分な真実誠の人衆〉を揃え、十本の中〈十分な誠の道を積み重ねて行く中〉から、だん／＼と世界が治まって行く順序があるのや。双方の日〈人間が神様と心を一つに合わせ、一体と成って世界救けの為に尽くす日〉を重ねにゃならんのや。
それが分からないから、神の思惑に反するような残念な日を重ね、恩に恩を重ねてしまうからどうもならんと言うのや。
道の為に尽くそうとする年限の理を重ね、通った年限の道は、曇りなりにも世界の為に尽くそうとする真実誠の道を通れば、十本の杭〈世界救けの為の十分な杭〉を打ったも同じ事や。
長い短い〈神の思惑に届く届かないという事が〉分からねば、分からん処は何遍でも問い返やせ／＼。
一つも問い返やさず、長い短いという理を分かるまで問い返やせと／＼言うに、もう宜しいと言うから、神が退いて了うたのや。)

それから会議々々と言うたて、人間さしづを拵え、取次見苦しい。ごもくだらけ。一寸々々日々積もれば山となる。
この、山となったらどうするか、この順序聞き分け出来ねば、人間心通るだけ通りてみればよい。
(それから会議々々と言うたて、人間の勝手なさしづを拵えるだけであり、澄み切った神の道を取次ぐ者として見苦しいであろう。
わずかでも人間の理が混じれば世界救けの為には使えないのやから、ごもくだらけになってしまうのや。そんな道ばかり一寸々々ずつ運んで、日々積もれば山となる。
この積み上げた残念の理が、山となったらどうするか、この順序の理を聞き分ける事が出来ねば神はどうする事も出来ないのやから、人間心で通るだけ通りてみればよいと言うのや。)






明治三十一年九月三十日　
暫くしてから、引き続いて刻限御話　
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼今夜々々は、十分説き聞かして、捨てゝみたり撫でてみたり、をやが出てこの話、何と思うて聞いて居る。十分見えて一つの区域、何っからどういう事になるか、どういう事も諭して、知らず／＼に居てはどうもならん。ほんに今のもの、年限も来たら日々の処治まり、代も替わり、二代三代治まるように成る。一代で詳しい事分かりゃせん。寄り合うた中、十人の中、言葉一度に出さりゃせん。大掃除や。この順序見難くい。この理に止どまる。ほんにそうであったか、ほんにそうと尋ねてくればよし。この順序の道定めてくれねば、尋ねるまで。これ一つ諭し置く。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼今夜々々は、十分説き聞かして、捨てゝみたり撫でてみたり、をやが出てこの話、何と思うて聞いて居る。十分見えて一つの区域、何っからどういう事になるか、どういう事も諭して、知らず／＼に居てはどうもならん。
(さあ／＼今夜という今夜は十分に説き聞かして置こうと思うが、その為には捨てゝみたり撫でてみたりと色々いそがしい事に成るが、真実のをやが出てするこの話を、何と思うて聞いて居る。
真実誠の神の思惑が十分に見えてこそ一つの区域の理が治まる処を、何っからどういう事になるかも思案せず、速やかに神の思惑を受け取ろうとしないから理は治まらず、何も知らず／＼に居てはどうもならんと言うのや。)

ほんに今のもの、年限も来たら日々の処治まり、代も替わり、二代三代治まるように成る。一代で詳しい事分かりゃせん。寄り合うた中、十人の中、言葉一度に出さりゃせん。
(濁り切った人間思案を捨てて神の話を聞き分けようとするなら真実の理は治まり、訳の分からない苦しみの道はほんに今だけのものであって、治まるだけの年限の理も来たら日々の処も皆治まり、代も替わり、二代三代と生まれ変われば何もかも治まるように成るのや。
人間一代だけでは、詳しい事は何も分かりゃせんのやで。
こうして寄り合うた中、十人の中なら通る道は皆それぞれであるから、言葉は一度に出さりゃせんのや。)

大掃除や。この順序見難くい。この理に止どまる。ほんにそうであったか、ほんにそうと尋ねてくればよし。この順序の道定めてくれねば、尋ねるまで。これ一つ諭し置く。
(誰にでも言える同じ一つの事は、皆々濁り切った胸の大掃除をしなければならないという事やで。
この第一の順序が治まらないから神の話が聞き分けられないのであって、見難くい事に成るのや。
道は皆この理一つに止どまるのやで。
真実に聞き分けようとするなら、ほんにそうであったか、ほんにそうかと尋ねて実践をしてくればよし。
この一つの順序の道を定めてくれねば治まる理は何も無く、道は皆空に成ってしまうから、尋ねるまでのものに成ってしまうや。これだけの一つの道である事を諭し置く。)






引き続いて、一二三の理を尋ねるに付伺
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼一寸話した／＼。中にて、一、二、三、中に取り混ぜて話、一二三分からん。未だ分からんぐらいは大事無い。分けて一時順序運ぶ。心に日々曇り無く、道理からの理。その中に聞くに聞かれん、見るに見られん、高い低い理、長い短い理。よう聞き分け。神のさしづを聞いて、分からん事を聞き分け。どうもならん。何ぼ諭したとて、勝手ある。善いと悪いと、長い短い、ほんにこれでこそ神の話。さしづ通りよりならんものと定め。春以来順序一点の点を掛け。やっぱりどうもならん。どうやこうや知らず／＼運び掛ける処、人間心残念。台というこれがだん／＼に聞こえ／＼て中にこうやと言う。そうやっしになって了うてはならん。一時一つの心、ならん処から、だん／＼諭し掛けたる。さしづ通りすれば、大きの声で、どうやこうやと聞いて見苦しいから、そんなやしきであろうまい。めん／＼心に一つ成程という日から連れて帰ってる。成程の理に、だん／＼区別々々このやしきに無い程に。容易大抵の事でない。よう聞き分け。あの人めん／＼頼り持ったなら、重々の理を楽しみ、理を積もり恐ろしや。たゞ一つ台である。前々本部員々々々と言うて居る。これもだん／＼ある。本部員々々々何人ある。本部員というものは、神から言うたのか。人間が言うたのであろ。人衆始め掛けと寄せてある。これから一つ考えてみよ。表並び／＼、高い低いも長い短いも分かるである／＼。我が事した事は、皆人の事と思たらあきゃせん。我が事と思たら、我が事になる。人の事と思たら人の事になって了う。どれだけいんねんじゃ、いんねんと言うても、白いんねんもある、悪いんねんもある。よう聞き分け。何ぼ本部員第一の空に居た者である。下からならん／＼。この理皆それ／＼、散乱して心を計ってみよ。上に留まっても、足持って蹴って了たら、ころ／＼と行って了うた。可哀そうなものや。それじゃから、本部員じゃという。あちらへ理を掛け、こちらへ理を掛け、掛けさがしの順序、道とは言わん程に。これをよう聞き分けてくれ／＼。
___________________________________________________________________________________________________

さあ／＼一寸話した／＼。中にて、一、二、三、中に取り混ぜて話、一二三分からん。
未だ分からんぐらいは大事無い。分けて一時順序運ぶ。心に日々曇り無く、道理からの理。その中に聞くに聞かれん、見るに見られん、高い低い理、長い短い理。
(さあ／＼これまでも一寸話した／＼。一寸話した中にて、一、二、三、という順序の中に真実誠の神一条の道を取り混ぜて話をしたが、一二三という理が未だ分からん。

〈・・・一は何処までも神様を信じて世界の為に尽くそうとする誠の心の定まりの理であり、二は定まった誠の心を育てる為の天然自然順序の理の定まりの理である。三は、定まった順序の道の中を満足たんのうして通り抜けるなら、世界救けの為の真実誠の道の台と成って尽くす事が出来、道に尽くした理によって結構な末代の理が治まるという事であり、たったそれだけの道である事を、一二三の理を以て話し掛けて下さる。〉

それだけの道である事が、未だ分からんぐらいは大事無い。分からないながらも、濁り切った胸の掃除の道である事を聞き分けて、一時の苦労艱難の道の順序を満足たんのうして運ぶなら道である。
運ぶ心に日々曇り無くば、天の道理からの理が治まる。
そうして運ぶ中にも、聞くに聞かれん、見るに見られん理がある、それは高い低いの理、長い短いの理である。)

〈・・・これからというはどんな者もこんな者も、事情に高い低いの理を持ってはならん。溺れて居る者も、埋もれて居る者でも、入り連れにゃならん。区域付ける理は、神の理にはすっきり外れたる。元一日の日を以て、入りた時の心生涯の理変わらねば、何も言う事は無い。・・・と教えて下さる。
又・・・長い短いという、これが一つの残念の理。お前も一尺ならわしも一尺、何人あれど一尺。十人なら十人揃えば、神が働く／＼。誰が長い短いというごむさい中では、世上一つの悪風の理《ただ一つの、世界狂わす悪風の理》となりゃせんか。と教えて下さる。
・・・しかるに、今世界中が幾つもの地球を破壊する程の大量の殺りく兵器の開発競争をし、己の利権の為に人の命を奪い合って居るのは、泥々の人間支配の道理がこの世を支配して居るからであるが、神様はそんな人間世界を救けようとされてこの道を創め掛けて下さったのであり、その為の新しい神様の道は、世界中が一列平等であって互い救けあいの世界であり、神様による、神様の一列支配の世界であるという事は分からなければならない。
当然の事ながら、道の中に置いては高い低い・長い短い等という理は許される筈無く、そんな濁り心は、時旬が来れば、いの一番に片付けられてしまうと承知しなければならない。〉

よう聞き分け。神のさしづを聞いて、分からん事を聞き分け。どうもならん。何ぼ諭したとて、勝手ある。善いと悪いと、長い短い、ほんにこれでこそ神の話。さしづ通りよりならんものと定め。春以来順序一点の点を掛け。やっぱりどうもならん。
(よう聞き分け。神のさしづを聞いて分からない処が有れば、多くのさしづの理から、分からん事を聞き分けなければならんのや。分からん事を訪ねてさしづ通りに運ぼうとしないからどうもならんのや。
それを何ぼ諭したとて聞き分けようとせず、人間の勝手の道ばかりである。善いと悪いとを知らす為に、長い短いという理を以て知らすのであるが、ほんにこれでこそ神の話であろう。
さしづ通りの道より他は、何もならんものと定めるが善い。
春以来の順序一点の点を諭し掛けて居るのや。なれど濁り心が邪魔をして速やかに聞き分ける事が出来ないから、やっぱりどうもならんのや。)

〈・・・人間の思うように成らん／＼という処を通るは、先々の為の真実誠の種の理である。何も案じる事は要らん。春々、春は日も長い、月は長くと、心にどんと治めるよう。
春風のようなそよ／＼風の間は何も言う事は無い。神も勇んで守護する。なれど今の事情はどうであるか。黒ほこり、泥ぼこり立ち切ってある。この黒ほこり、泥ぼこりの中で、どうして守護出来るか。・・・と教えて下さる〉

どうやこうや知らず／＼運び掛ける処、人間心残念。台というこれがだん／＼に聞こえ／＼て中にこうやと言う。そうやっしになって了うてはならん。
一時一つの心、ならん処から、だん／＼諭し掛けたる。さしづ通りすれば、大きの声で、どうやこうやと聞いて見苦しいから、そんなやしきであろうまい。
(どうやこうやという真実の理も知らず／＼、人間の勝手な道を運び掛ける処は悪しき道の台であり、勝手な人間心は大きな残念の理である。
残念な道の台という、これがだん／＼と世界に聞こえ／＼て世界を狂わす中に、又どうやこうやと勝手な事を言うようなものや。
世界を狂わした理によって、そうやっしに〈皆々が惨めな有様に〉なって了うてからではどうもならんのや。
一事の一つの心〈たった一つの世界治まりの理であって、世界救けの為に尽くそうとする誠の心〉を定め、何処まで行っても人間の思うように成らんという中を満足たんのうして運ぶ処から、だん／＼と世界が治まるという理を諭し掛けたるのや。
どんな事もさしづ通りにすれば治まる処を、大きの声で人間の理を諭す、どうやこうやと勝手の理を言うのを聞いて居ても見苦しいから、そんなやしきではあろうまいと言うのや。) 

めん／＼心に一つ成程という日から連れて帰ってる。成程の理に、だん／＼区別々々このやしきに無い程に。容易大抵の事でない。よう聞き分け。あの人めん／＼頼り持ったなら、重々の理を楽しみ、理を積もり恐ろしや。たゞ一つ台である。
(どんな理も聞き分けて、めん／＼の心に一つ成程と治まるという日から、真実誠の神一条の道に連れて帰って居るのやで。なれど、成程と治まる誠の理に、だん／＼と区別々々を付ける理はこのやしきには無い程に。
何処まで行っても人間の思うように成らない道の中を、満足たんのうして成程と治める理は、容易大抵の事〈並大抵の事〉ではないのや。
よう聞き分け。あの人めん／＼の道を定めて世界救けの為の真実誠の神一条の道を頼り持ったなら、先々に治まる重々の理を楽しみ待つ事に成るのであり、理を積もりたら恐ろしい事に成るのや。
これが、たゞ一つの世界救けの道の台である。)

前々本部員々々々と言うて居る。これもだん／＼ある。本部員々々々何人ある。本部員というものは、神から言うたのか。人間が言うたのであろ。人衆始め掛けと寄せてある。これから一つ考えてみよ。表並び／＼、高い低いも長い短いも分かるである／＼。
(前々から、その見習いの理が本部員々々々と言うて居るのや。見習いと言うても、これもだん／＼ある。
世界救けの為に尽くす苦労艱難の道を定めて、ひながた通りの道を運ぶ本部員々々々というは何人あるか。
本部員というものは、神から言うたのか。人間が言うたのであろ。
神が言うのは、世界救けの為に尽くす真実誠の人衆を始め掛けると言うて寄せてあるのや。
これから一つ考えてみよ。表並び／＼の道〈世界救けの為に尽くそうとして、苦労艱難のひながたの道を運ぶ真実誠の神一条の道〉を一人先に立って運んだら、高い低いも、長い短いの残念の理も皆分かるである／＼。)

我が事した事は、皆人の事と思たらあきゃせん。我が事と思たら、我が事になる。人の事と思たら人の事になって了う。どれだけいんねんじゃ、いんねんと言うても、白いんねんもある、悪いんねんもある。
よう聞き分け。何ぼ本部員第一の空に居た者である。下からならん／＼。この理皆それ／＼、散乱して心を計ってみよ。
(道の為・世界の為に尽くそうとして我が事した事は、皆人の事と思たらあきゃせん。我が事と思たら、我が事になる。人の事と思たら人の事になって了う。どれだけいんねんじゃ、いんねんと言うても、白いんねんもある、悪いんねんもある。

〈・・・道は皆心次第であって、どうでも世界救けの為に尽くさせて頂きたい、というような澄み切った心を受け取って神様が働いて下さる道である。真実の願いが無ければ神様は働く事が出来ないという事位は、分からなければならない〉

よう聞き分け。何ぼ本部員というても、第一の空に居た者〈第一の高い心を持って居た者〉であるなら何も成らん。
下からせり上がる道でなければならん／＼。この理を皆それ／＼に聞き分けて運ばなければならない処を、勝手な人間心を持ち出して散乱してしまうからどうもならんのであるが、どうでも散乱しないようにと、それぞれの心を計ってみよ。)

上に留まっても、足持って蹴って了たら、ころ／＼と行って了うた。可哀そうなものや。それじゃから、本部員じゃという。あちらへ理を掛け、こちらへ理を掛け、掛けさがしの順序、道とは言わん程に。これをよう聞き分けてくれ／＼。
(高い心を持って上に留まって居ても、足を持って蹴って了たら、ころ／＼と行って了うた。可哀そうなものや。
それじゃから、低い心を持って世界救けの為に尽くす誠の理が本部員じゃと言うのや。あちらへ理を掛け、こちらへ理を掛け、掛けさがしの順序の理〈世界救けの為に尽くすべく、あちらへこちらへと真実の理を掛けて、天然自然に成って来る順序を待つ理〉である、高い心を持っては道とは言わん程に。
これをよう聞き分けてくれ／＼。)

















明治三十一年十二月三十一日（陰暦十一月十九日）午前一時
刻限御話
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼話し掛ける／＼、話し掛けるで。皆んな揃うて帰った。さあ／＼古い者古い者、連れて帰った／＼。一々話する。どんな事もこんな事も話する。よう聞いてくれ、よう聞いてくれ。どんな者も、こんな者も、古い者連れて帰った／＼。さあさあ古い事やけれど／＼話する。そんな事は年限経てば何であったやらこんな事かえ、そういう事であったかえ、そうやったか。三十年の上になるやろう。三十五六年以前には、先と思て居たのに何とかい無いなあ。その時分はよいと思て居た。元元はなあ、何処の坊主やら分からん者が、門口さして暴れさって／＼、どうしょうや知らんと思た事もあったなあ。そら六月頃やあったなあ。その時の事を思えば、夢見たような事に成ったなあ、偉い事に成ったなあ。それまで皆んな寄ってこって、思い合うて建てた事あったなあ。皆んなどんな辛い事もあったなあ。その時の事思えば、今日は遠慮はする事要らん。気兼する事要らんで。古い事は話のようなもの。皆聞いて居る者はよい。聞いて居ん者は頼り無いようなもの。けれども、道は盛んなれば世界盛ん。世界盛んというは、元があるからや。元思えば遠慮要らんが／＼。これまで毎夜々々、神の話にしてある。してあってもその時そうと思うだけ。寒ぶい晩もあったなあ。もう夜明けやでなあ。鶏が鳴いた事もあったなあ。そうやった。とんでも無い事あったなあ。その時どんな事も通って貰たんであったよって、今日は遠慮せんならん事はない。六月頃の話、坊主来よったのがあら古い事、畳へ刀を抜きやがって、ぐさと差しよった事もあって、どうしょうやなあ、こうしょうやなあ、その時の事第一思う。わしも思い違いしたわい。そこでどうもならん。そんな事今思たてならんし、わしも付いてます／＼まあ長う思いなされ。古い話聞いて貰いたい。今夜一寸寄って、一寸集まって、一寸話する言葉から、感じ起してくればよい。感じねばとても／＼長い事勤められん。こんな事、今夜そんな事、未だ／＼弱ったと言うとは、顔色にも出しておくれな。もうわしも出ますわい。古い／＼話するから、皆んな澄んでくれたらよい。ほんに成程と治まりたらよい。これはいつもの事やと思て居ては、どんな心配せんならんや知れんで。これだけ一寸話。盛ん盛ん、待ち兼ね。最初はどうしょうにもこうしょうにも出けなんだ。今はどんな事でも、しょうと思えば出ける。世界からどんな者でも出て来る。三十年後神の話、三十年以来どんな者出て来ても、与える物も無い処、大工というて伏せた事三十五年、三十五年以前より、杖柱にして連れて通りて開いた道。この理はこれまで説いた事は無い。家内伏せ込んだ／＼。何も知らん者から飛び込んだ／＼。これ治まりたら、席はあのくらいあるものか、日々どうせんならん、この話あるなれど、身上迫り、神の話もある。順々深い話する。これをうっかりしては居られんで。夢にも伝えたる。又さしづに知らしたる理は、一人限り聞き分け、思やんせにゃならん。なか／＼の理である／＼。心ではどうこう思て居て、心で映した処が真の心に治まらにゃ、安心ならん処ある。どれだけの事したて、安心言葉一つの理で成りて来る。理聞き分け。最初はもう／＼寒ぶさ／＼。もう余程遅いやろなあ。もう程無う鶏が鳴くやろ。今は十分。炭無ければ炭、柴無ければ柴、不自由無きよう、この落ち着く場所思やんせ。着物食い物ばかりを楽しみではない。最初先になれば、どうなるという話から楽しまして、一筆書いて、理を頼りに連れて来た道である。後々人々出合うたる。これだけの話、外の話に伝えられん。万事の話にも混ぜる事あれば、混ぜるに混ぜられん事もある。そこで刻限々々という。順序の話の理を伝えてくれ／＼。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――


さあ／＼話し掛ける／＼、話し掛けるで。皆んな揃うて帰った。さあ／＼古い者古い者、連れて帰った／＼。一々話する。どんな事もこんな事も話する。よう聞いてくれ、よう聞いてくれ。どんな者も、こんな者も、古い者連れて帰った／＼。
さあさあ古い事やけれど／＼話する。そんな事は年限経てば何であったやらこんな事かえ、そういう事であったかえ、そうやったか。

(さあ／＼話し掛ける／＼、直ぐに見えて来る真実の話をし掛けるで。皆んな揃うて帰った。さあ／＼あちらの古い者もこちらの古い者も皆連れて帰った／＼。という日の事を一々話する。
どんな事もこんな事も話する。よう聞いてくれ、よう聞いてくれ。どんな者もこんな者も、古い者を皆連れて帰った／＼という処から、真実誠の世界救けの道を創め掛けるのやで。
さあさあ古い事やけれど／＼今日の事のように話をするで。そんな事は年限が経てば皆忘れてしまうような事であって、何であったやらこんな事かえ、そういう事であったかえ、そうやったかなあというような事や。)

三十年の上になるやろう。三十五六年以前には、先と思て居たのに何とかい無いなあ。その時分はよいと思て居た。元元はなあ、何処の坊主やら分からん者が、門口さして暴れさって／＼、どうしょうや知らんと思た事もあったなあ。そら六月頃やあったなあ。その時の事を思えば、夢見たような事に成ったなあ、偉い事に成ったなあ。それまで皆んな寄ってこって、思い合うて建てた事あったなあ。皆んなどんな辛い事もあったなあ。その時の事思えば、今日は遠慮はする事要らん。気兼する事要らんで。

(道に人が寄り集まるように成ったのは、道を創め掛けて以来三十年の上になるやろう。三十五六年以前に置いても未だ未だ頼りになる者は無く、通り良い大きな道に成るのはずっと先と思って居たのに、その日が来て見れば当たり前のような事であって、何とかい無いなあというような事や。その時分はこれでよいと思って居た。
元元はなあ、何処の坊主やら分からん者が門口さして暴れさって／＼、どうしょうや知らんと思った事もあったなあ。そら六月頃やあったなあ。その時の事を思えば、今は夢を見たような事に成ったなあ、偉い事に成ったなあ。それまで皆んな寄ってこって、思い合うて建てた事もあったなあ。皆んなどんな辛い事もあったなあ。その時の事を思えば、今日は何も遠慮する事は要らん。何も気兼する事は要らんで。

古い事は話のようなもの。皆聞いて居る者はよい。聞いて居ん者は頼り無いようなもの。けれども、道は盛んなれば世界盛ん。世界盛んというは、元があるからや。元思えば遠慮要らんが／＼。これまで毎夜々々、神の話にしてある。してあってもその時そうと思うだけ。

今になって見れば、そんな古い事は遠い昔のおとぎ話のようなものであろう。なれどどんな事も皆真剣に聞いて居る者は、大切な道の台と成るのやから善い事やで。
神の話を真剣に聞いて居んような者は、明らかな真実の理が治まらないから頼り無いようなものや。
けれども、多くの者が速やかに神の話を聞くなら道は盛んに成るのであり、道が盛んなれば世界も盛んに成るのやで。
世界が盛んというは、多くの者が、神の話を速やかに聞き分けたという元があるからや。
神の話を速やかに聞き分けたという元が有る事を思えば、誰も皆遠慮は要らんが／＼、更に一歩進んで、今一時の己の結構を天に供えて、世界の為に尽くそうとする真実誠の神一条の道によって世界が治まるという事が分からんのや。
これまでも毎夜々々、身を捨てて世界の為に尽くした理によって結構な末代の道が治まるという事を、真実誠の神の話にしてあるであろう。何遍諭してあっても、その時は確かにそうだと思うだけや。)

寒ぶい晩もあったなあ。もう夜明けやでなあ。鶏が鳴いた事もあったなあ。そうやった。とんでも無い事あったなあ。その時どんな事も通って貰たんであったよって、今日は遠慮せんならん事はない。六月頃の話、坊主来よったのがあら古い事、畳へ刀を抜きやがって、ぐさと差しよった事もあって、どうしょうやなあ、こうしょうやなあ、その時の事第一思う。わしも思い違いしたわい。そこでどうもならん。そんな事今思たてならんし、わしも付いてます／＼まあ長う思いなされ。

(寒ぶい晩もあったなあ。もう夜明けやでなあ。鶏が鳴いた事もあったなあ。そうやった。とんでも無い事もあったなあ。
その時は、どんな事も先々の道の為に通って貰たんであったよって、そうして通り抜いた道が有ればこそ、今日の日は何も遠慮せんならん事は無いのや。
あれは六月頃の話やったなあ、坊主が来よったのがあら古い事、畳へ刀を抜きやがって、ぐさっと差しよった事もあって、どうしょうやなあ、こうしょうやなあ、その時の事を第一に思う。わしも思い違いしたわい〈若いこかんが、ちゃんと一人で対応した事〉。そこでこんな事言ってもどうもならん。そんな事今思たてならんし、わしも付いてます／＼、まあ長う思いなされ。)

古い話聞いて貰いたい。今夜一寸寄って、一寸集まって、一寸話する言葉から、感じ起してくればよい。感じねばとても／＼長い事勤められん。
こんな事、今夜そんな事、未だ／＼弱ったと言うとは、顔色にも出しておくれな。もうわしも出ますわい。古い／＼話するから、皆んな澄んでくれたらよい。ほんに成程と治まりたらよい。これはいつもの事やと思て居ては、どんな心配せんならんや知れんで。

(古い話であるが、真実の神の話として聞いて貰いたいのや。今夜一寸寄って、一寸集まって、一寸話しする言葉から、感じ起してくれゝばよいのやで。神の話を聞いて何も感じねば何も治まらず、そんな事では、とても／＼長い事は勤められんと言うのやで。
どんな事もこんな事も、今夜のそんな事も皆速やかに聞き分けて貰いたいが、未だ／＼弱ったと言うような事は顔色にも出しておくれなよ。
もう直ぐわし〈親神様〉も出ますわい。その日の為の心構えとして古い／＼話をするのやから、皆んな心を澄んで聞いてくれたらよいのや。
ほんに成程と治まりたら、それでよいのや。これはほんの心掛けの道を諭して居るのであって、これはいつもの事やと思って居ては、どんな心配をせんならんやら知れんで。)

これだけ一寸話。盛ん盛ん、待ち兼ね。最初はどうしょうにもこうしょうにも出けなんだ。今はどんな事でも、しょうと思えば出ける。世界からどんな者でも出て来る。三十年後神の話、三十年以来どんな者出て来ても、与える物も無い処、大工というて伏せた事三十五年、三十五年以前より、杖柱にして連れて通りて開いた道。この理はこれまで説いた事は無い。家内伏せ込んだ／＼。何も知らん者から飛び込んだ／＼。これ治まりたら、席はあのくらいあるものか、日々どうせんならん、この話あるなれど、身上迫り、神の話もある。

(これだけの一寸の話をするのだが、真実に聞いてくれるなら道は盛ん盛んという事であって、この日を待ち兼ねたという事に成るのや。
最初はどうしょうにもこうしょうにも真実の道は出けなんだ。なれど今は、どんな事でも皆々の心一つで自由自在であり、しょうと思えば直ぐにでも出けるのや。皆々が真実に聞き分けて運ぶなら、その理が世界に写り、世界からどんな誠の者でも出て来るのやで。
三十年後の神の話〈道の始めは頼りに成る者は誰も無く、その中を堪えて真実貫いた三十年の理が有るからこそ真実誠の神様の道が始まったという話〉であるが、三十年以来も、どんな者が出て来ても与えるものも無い処であったが、そんな中を大工というて伏せ込んだ三十五年の理によって出来上がった道が今日の日であるが、三十五年以前より〈本席が入信された明治二十七年から、この年の明治三十一年十二月三十一日までの三十五年以前より〉杖柱にして連れて通りて開いた道であるのや。この理はこれまでも説いた事は無いで。
何もかも捨てて家中が伏せ込んだ／＼理である。何も知らん者から真実定めて飛び込んだ／＼道である。それによってこれだけの理が治まりたら、席と成って尽くす理はあのくらい結構であるものかという事に成るが、そうであるなら日々どうせんならんという事であって、これだけの話ではあるなれど、その前に、人間誰もが長い間に積み重ねて来た山のような残念の理を改めなければ成らないと身上が迫り、その為の苦しみの道の中を、満足たんのうして通り抜けなければならないという神の話でもあるのや。)
　
順々深い話する。これをうっかりしては居られんで。夢にも伝えたる。又さしづに知らしたる理は、一人限り聞き分け、思やんせにゃならん。なか／＼の理である／＼。心ではどうこう思て居て、心で映した処が真の心に治まらにゃ、安心ならん処ある。

(段々と心を改めながら、順々に深い話をするのやで。これをうっかりして聞いては居られんで。先々の事は夢にも伝えたる。又さしづにて知らしたる理は、どんな事も一人限りの理〈人の事だと思えば心通りに理は働かない、切なる自分の思いとして世界救けの為に尽くす誠の道を願うなら、神様が請け負って働いて下さるという誠天の理〉として聞き分けにゃならんのであり、今一時の自分の幸せを天に供えてでも世界の為に尽くしたいという一人限りの願いなら、喜んで神が働くという事をよう思やんせにゃならんで。
この理はなか／＼の理である／＼。心ではどうこう思って居ても実践出来なければ道には成らず、心で映した処が真の心に治まらにゃ受け取る理は無く、安心ならん処であるのやで。

どれだけの事したて、安心言葉一つの理で成りて来る。理聞き分け。
最初はもう／＼寒ぶさ／＼。もう余程遅いやろなあ。もう程無う鶏が鳴くやろ。今は十分。炭無ければ炭、柴無ければ柴、不自由無きよう、この落ち着く場所思やんせ。着物食い物ばかりを楽しみではない。

どれだけの事をしたとて、世界に写すだけの誠の理が無ければ何もならないのであるが、それだけの理を治めようとするなら、安心をして神の言葉を聞き分けようとする、言葉一つの理で成りて来るのや。その理を聞き分けなければならんのやで。
道の最初は、もう／＼寒ぶさ／＼ばかりであった。もう余程遅い時刻やろなあ。もう程無う鶏が鳴くやろ、というような事であった。それを思えば、今は十分の道である。
炭が無ければ炭、柴が無ければ柴、何時の日も不自由無きよう過ごせるが、言うに言えない苦労艱難の中を通り抜けて来た古い道が有るからこそ、この落ち着く場所が有るという事を思やんせい。
今は結構だからというて、着物や食い物ばかりを楽しみにしていたのでは道では無いで。)

最初先になれば、どうなるという話から楽しまして、一筆書いて、理を頼りに連れて来た道である。後々人々出合うたる。これだけの話、外の話に伝えられん。万事の話にも混ぜる事あれば、混ぜるに混ぜられん事もある。そこで刻限々々という。順序の話の理を伝えてくれ／＼。

(最初は、先になればどうなるこうなるという話から楽しまして、一筆書いて、その理を頼りにして連れて通って来た道である。苦しみに堪えて貫く年限の理によって後々開けて来た道であるが、受けた恩を仇で返す者や、道の邪魔をする者等、色々な人々に出合うたる事によって出来て来たのやで。
これだけの話ではあるが、真実誠の神の思惑というは、己の都合を捨てて世界の為に尽くそうとする真実誠の神一条の道以外の、外の話にては伝えられんで。
万事の話にも、真実誠の神の思惑を取り混ぜる事があれば、混ぜるに混ぜられん事もある。
そこで、何時如何なる時も間違いの無い理は刻限々々と言うのやで。
どんな事も、刻限順序の話の理を以て伝えてくれるよう／＼。)



明治三十一年十二月三十一日 
暫くしてから、引き続いて刻限御話
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼悠っくり筆に取れ。さあ／＼神が天降る理話し掛け。世界の道作りたるも同じ事、事情の中とて尋ねたて、万事諭せん。そこで刻限から聞き分け。古い／＼話、一寸々々伝えたる。何でも彼でも古い者は容易で成らん。古い者も無けにゃならん。今筆取りてる者もある。又一人はじっと聞いて居る者も、こら古い二代目の者、親々理聞き分け。それより積み立てたこうのうの理、それより成程と言うて、皆踏み留まるが理。こらこうのうから世界出て通り、鮮やか。神の道から鮮やか。元々めん／＼寄り付いた理よりはっちゃ分からん。後々添うたる／＼、心の理より胸に嵌まりたら尋ねる。見ても見ん振りする程辛い事無い。口でどんな事言うたて、見ん振りする程辛いものは無い。又ほんに成程と、口で人に満足さしたて、そうであったかえなあ、真の尋ね合い、言葉添えは真の誠。誠はこれより無い。この話伝えば治め方、又話し方の理にもなる。どういう事に治まるも治まらんも、言葉添えるが理、どういう所に居る者も、こういう所に居る者も、陰から言葉を添える道なれど、人々寄り合うた時は、口で旨い事言うて居て、後でふんと言うてるような事ではならん。今日は待ったとて、将来は神の治める処という。明日と言えば明日、今日と言えば今日、今と言えば今という、深き話である程に／＼。この道理聞き分け。三つ揃た。これまで三つ揃うた事は無い。揃ても、心が揃わねば揃たとは言えん。何もならん。この理より頼り無い。頼り無くば楽しみ無い。これだけ十分伝えたら、何処でもおめも恐れもする事無い。この道理の理をよう聞き分けてくれ。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

さあ／＼悠っくり筆に取れ。さあ／＼神が天降る理話し掛け。世界の道作りたるも同じ事、事情の中とて尋ねたて、万事諭せん。そこで刻限から聞き分け。古い／＼話、一寸々々伝えたる。何でも彼でも古い者は容易で成らん。古い者も無けにゃならん。

(さあ／＼悠っくりと筆に書き取れ。さあ／＼神が天降る理を話し掛けるで。
神が天降るというは、神が表へ現れて明らか鮮やかな世界救けの道を創りたるも同じ事であるが、道の為・世界の為に尽くそうとする皆々の誠を受け取って神が働くという一つ道であるから、如何な事情の中とて、どこが間違っているかと尋ねられたとて、万事は皆々の心次第であるという事以外諭せんのや。
そこでどんな事も、世界救けの為の理を諭す真実誠の刻限の理から聞き分けなければ成らんのやで。
世界救けの為の真実誠の種の理とする為に、何もかも尽くし果たして苦労艱難の道を通りた教祖ひながたの道の古い／＼話から、多くの者が後を慕って運んでくれるなら、その理を世界中に写し出して世界一列救けの道を創め掛けるという事を一寸々々の理で伝えたるのや。
何でも彼でも後々の道の為に尽くそうとする古いものは、容易な事では成らんのやで。
どれだけ大変であっても、広くて大きな世界救けの道を拵える為には、何もかも捨てて道の為に尽くそうとする古い者も無けにゃならんのや。)

今筆取りてる者もある。又一人はじっと聞いて居る者も、こら古い二代目の者、親々理聞き分け。それより積み立てたこうのうの理、それより成程と言うて、皆踏み留まるが理。こらこうのうから世界出て通り、鮮やか。神の道から鮮やか。

(古い者といえば、今こうして筆を取りて居る者もある。又一人は、それをじっと聞いて居る者もある、そんな者の子として生まれる処の、こら古い二代目の者は、人間創め出しの時の元の親々の理である事を聞き分けて出て来るのやで。
それより、これまでに積み立てたこうのうの理が働き、それより、世界中へ出るなら皆成程と言うて、皆々踏み留まる理が世界救けの理であるのや。
こら、今まで尽くしたこうのうの理から世界へ出て救けの道を通りさえすれば、神の働きは鮮やかと言う。
道の為・世界の為を思って尽くす長い年限の神一条の道から、明らか鮮やかな理が働くのやで。)

元々めん／＼寄り付いた理よりはっちゃ分からん。後々添うたる／＼、心の理より胸に嵌まりたら尋ねる。見ても見ん振りする程辛い事無い。口でどんな事言うたて、見ん振りする程辛いものは無い。
又ほんに成程と、口で人に満足さしたて、そうであったかえなあ、真の尋ね合い、言葉添えは真の誠。誠はこれより無い。この話伝えば治め方、又話し方の理にもなる。

(元々から心次第の道であるから、真実誠の神の思惑というは、めん／＼が神を求めて寄り付いた理より他には治まらず、はっちゃ分からんと言うのや。　　　　
神が受け取る誠の理は、教祖の後々を添うたる／＼ひながたの道より他には無いが、確かにそうだと胸にはまりたら皆尋ね来るであろう。
真実誠の神の道を見ても、見ん振りをする事程先々の理が辛い事は無いで。
口でどんなうまい事言うたとて実践出来なければ己が嘘に成るのやから、見て見ん振りする程辛いものは無いのや。
又ほんに成程なあと口で言うて人に満足さしたとて、そうであったかえなあ、それについて神様はどう思って下さるのかなあと、真の尋ね合いをするのが道であり、その言葉添えは真の誠やで。
誠というはこれより他には無いのや。
この話を多くの者に伝えれば、それぞれの心の治め方、又話し方の理にも成るのやで。)

どういう事に治まるも治まらんも、言葉添えるが理、どういう所に居る者も、こういう所に居る者も、陰から言葉を添える道なれど、人々寄り合うた時は、口で旨い事言うて居て、後でふんと言うてるような事ではならん。今日は待ったとて、将来は神の治める処という。明日と言えば明日、今日と言えば今日、今と言えば今という、深き話である程に／＼。

(どういう事に治まるも治まらんも、言葉を添えるが理であって、どういう所に居る者も、こういう所に居る者も、陰から誠の言葉を添える道なれど、人々が寄り合うた時だけは口で旨い事を言うて居て、後でふんと言うてるような事ではどうもならんで。
今日は一日も早く聞き分けて尽くそうとする皆々の誠を待ったとしても、将来は、どんな事も神の思惑通りに治める処と言うのやで。
一日でも早く道に尽くした理がこうのうと成るのだが、明日からと言えば明日から連れて通すのであって、今日からと言えば今日から、今からと言えば今からという、深き話である程に／＼。)

この道理聞き分け。三つ揃た。これまで三つ揃うた事は無い。揃ても、心が揃わねば揃たとは言えん。何もならん。この理より頼り無い。頼り無くば楽しみ無い。これだけ十分伝えたら、何処でもおめも恐れもする事無い。この道理の理をよう聞き分けてくれ。

(又この道理を聞き分けて貰いたい。三つ揃たなら真実誠の神の道である。これまでに三つ揃うた事は無いのや。
形だけ揃っても、真の心が揃わねば揃ったとは言えん。道の為・世界の為に尽くそうとする誠の心が無ければ何もならんのや。
この理より他に己を守る理は無く、頼りに成る理は無いのやで。頼りに成る理が無くば、先々の楽しみの理は一つも無いのや。
これだけの事を皆々に十分伝えたらよいのであって、速やかに聞き分けて実践するなら何処でも遠慮はいらん、おめも恐れもする事は無いのやで。
この道理の理をよう聞き分けてくれるよう。)

〈・・・三つの理は言うに及ばず真実誠の神一条の理であるが、その第一は、神様を信じて世界救けの為に尽くそうとする誠の心の定まりの理であり、二は、定まった誠の心を連れて通す為の天然自然順序の定まりの理である。三は、定まった天然自然順序の道の中を満足たんのうして通り抜けさえすれば、世界に写し出す真実誠の道の台となって世界の為に尽くす事が出来るのであり、世界の為に尽くしたこうのうの理によって、末代失う事の無い結構な天のあたゑが授けられるという三つの理である。どうでも世界一列を救けたいという親神様の一方的都合上の理を以てお連れ通り下さる神一条の道であるから、あらゆる悪因縁の中も安心安全に守り通して下さる楽しみの道であり、これより他に結構という理は無い。〉
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